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岩倉市民憲章
小さなまちから大きな夢を

悠久の時を刻みながら流れる五条川　多くの文化遺産
私たちは　この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って）
育てよう　心　からだ　 みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って）
高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って）
守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って）
つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って）

市政の窓 6
・赤ちゃん訪問事業を実施しています…６
・東部保育園えほん図書室からのお知らせ…６
・児童館行事にこにこシティいわくらを開
　催します…………………………………６
・冬休み期間中の児童館放課後児童クラブ
（学童保育）を受け付けます……………７
・１１月から日曜資源回収ステーションの
　実施回数が増えます……………………７
・市民による評価をいただき、行政改革を
　推進しています～平成24年度実績の結果
　をお知らせします～……………………８
・秋の全国火災予防運動「消すまでは　心
　の警報　ONのまま」…………………１２
・住宅用火災警報器はもう設置してありま
　すか？…………………………………１３
・１１月９日は「１１９番の日」です…１３
・所得税の青色申告決算等説明会および年
　末調整等説明会を開催します………１４
・１１月１１日（月）～１７日（日）は税
　を考える週間です……………………１４
・障害者控除対象者認定書を送付します…１４
・みんなで「介護」を支えよう１１月１１日は
「介護の日」です ………………………１５
・介護マークの普及・配付にご理解ください…１５
・無料税務相談を行います……………１５
・高額医療・高額介護合算療養費制度をお
　知らせします…………………………１６
・介護保険制度の説明会を開催します…１６
・平成２５年度岩倉市農業振興事業対象事業の
　お知らせいわくら地産地消産直フェア…１７
・「緑のカーテンコンテスト」の結果を発
　表します！……………………………１７
・安全でおいしい水をお届けしています…１８
・ぜひ、ご利用ください！市役所２階レス
　トラン「さくらん坊」………………１９
・第７回「岩倉軽トラ市」を開催します！…２０
・PR大使い～わくん……………………２０
・道路や水路に植木鉢、プランターなどを
　置かないでください …………………２０

保健師すこやか日誌 　　　　 21

いわくら市民　　　　　　　　　
ふれ愛まつり２０１３　 　　    ２２
Departamento de Informações
ポルトガル語情報コーナー　　４３
徘徊高齢者等捜索模擬訓練を
行います　　　　　　　　　 ４４　
被災地派遣報告〈最終回〉　　 ４４
フォトニュース　　　　　 　  45

▲10月2日(水)、岩倉駅東西
地下連絡道でセントラル愛知
交響楽団による駅コンサート
が行われました。

競技結果
区対抗リレー
優勝 神野町
第２位 西市町
第３位 稲荷町
少年区（男子）対抗リレー
優勝 下本町
第２位 神野町
第３位 八剱町
少年区（女子）対抗リレー
優勝 曽野町
第２位 八剱町
第３位 稲荷町

職場・グループ（男子）対抗リレー
優勝 岩倉FD
第２位 夢実現R
第３位 水口海賊団
職場・グループ（女子）対抗リレー
優勝 岩倉市バレーボール協会
第２位 岩倉北野球スポーツ少年団
第３位 岩倉市サッカー協会A
職場・グループ対抗綱引
優勝 岩倉ソフトボールスポーツ少年団
第２位 五条川軟式野球スポーツ少年団
第３位 岩倉北野球スポーツ少年団

励賞を、また岩倉東小学校地域花壇が春花
壇で優秀賞をいただきました。
　参加した皆さんは、「大変だけどきれいに花が
咲いて、認めてもらえると嬉しい。」「自分たちで
世話をした花で皆に喜んでもらえるのは嬉しい。」
と花壇に負けない笑顔で受賞を喜んでいました。

　フラワー・ブラボー・コンクール事業は、学
校での花壇作りを通して自然を愛する心を育て
てもらう目的で、昭和３９年に始まった学校花
壇のコンクールです。
　岩倉市では、岩倉東小学校が参加しており、
平成２５年度の春花壇で優良賞、秋花壇で奨

広報いわくら　２０１３年11月1日号　Ｎｏ.１０23

10月6日(日)岩倉北小学校で
「第46回岩倉市民体育祭」が行
われました（結果は45ページ）。

「第46回岩倉市民体育祭」

※写真は広報モニター山田幸哉さん提供

表紙の写真

特集　子どもの権利ってなあに？
11月20日は「岩倉市子どもの権利の日」です。……3

災害時にも使えるレシピの紹介！

▲紅白玉入れ合戦　※市民体育祭の写真は広報モニター福村一夫さん提供

▲少年団（男子）対抗リレー ▲開会式

で広がる笑顔
岩倉東小学校：フラワー・ブラボー・コンクール花

第４６回岩倉市民体育祭

催し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30

募集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32

講座・教室・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33

健康・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34

相談・その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36

暮らしのガイド 30

45 平成25年11月1日
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子
ど
も
の
権
利
っ
て
な
あ
に
？

11
月
20
日
は
「
岩
倉
市
子
ど
も
の
権
利
の
日
」
で
す
。

特集

　平成20年12 月に制定された「岩倉市子ども条例」。岩倉市が子どもにやさしいまちに
なることの宣言です。子ども一人ひとりに権利があることを理解し、それを尊重するととも
に、すべての子どもが、五条川とその桜のように愛され、大切にされるように…。
　そして、平成 25年３月、岩倉市は、子ども条例で示した子どもの権利保障の理念を実
現するための目標と施策の方向を「岩倉市子ども行動計画」として策定しました。
　今回は、子どもの権利のお話と、岩倉中学校の生徒によるジュニアレポーターからの報
告です。

～子どもにとって大切な権利～
　子どもの権利には人間としての基本的人権に加えて、４つの柱があります。
　そして、子どもにとって最善の利益は、子どもを第一に考える大人の愛情ある援助・
指導で守られます。

●生きる権利
　防ぐことのできる病気などで命を
うばわれないことです。つまり、病
気やけがの治療を受けられることな
どです。

●守られる権利
　すべての暴力や虐待、いじめ、犯
罪などから守られることです。

　岩倉市子ども条例、岩倉市子ども行動計画は岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）
からもご覧いただけます。

●育つ権利
　教育を受けたり、休んだり、遊ん
だりできることです。自分が考えた
り、信じたりすることの自由が守ら
れて、自分らしく育つことができる
ということです。

●参加する権利
　自由に自分の意見を言ったり、集
まってグループをつくったり、自由
に活動できることです。

岩倉市子ども条例
シンボルマーク

（Jr. レポーター撮影）
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直撃！ジュニアレポーター
～　市長に聞きました　～

　夏休みの３日間、岩倉中学校の２年生３人が市役所で職場体験活動を通じ「ジュニアレポーター」として、ま
ちづくりや子どもの権利について、市長への取材や広報紙の紙面づくりなどに取り組みました。主な質問と回答、
感想は次のとおりです。

●このジュニアレポーターは、中学生職場体
験活動の機会を利用して、岩倉市子ども行動
計画にある「子ども自身による情報の発信機
会の拡大」を推進するための一つの取り組み
です。

質問　最近、不審者がな
かなか減らないと感じ
ますが、子どもたちが安
心して遊ぶことができ
るよう何か対策は実行
されていますか。
市長　警察や地域の協
力を得て、パトロール

や登下校の見守りを増やして不審者が出にくくなるよ
うに努力しています。周りからのサポートだけでなく、
子どもの皆さんには、自分で自分の身を守るために、
学校などで行われる防犯講習会などを通じて危険を察
知する力を身に着けてほしいです。

質問　岩倉市の知名度
を上げるための具体的
な取り組みはあります
か。
市長　小さなまちでも
注目してもらえるよう
に、岩倉市のイベント、
子どもたちや市民の皆
さんの活動などを新聞
などに取り上げてもら

い、知名度を上げようと努力しています。市民の皆さ
んの協力を得ながら岩倉市の魅力を発信していきたい
と考えています。

質問　岩倉市でこれか
ら何か行おうとしてい
ることはありますか。
市長　今年度、防災同
報無線を整備し、屋外
拡声子局（スピーカー）
を市内 20 カ所に設置し
ます。
　災害や火災が起きた
時、現在は、広報車を

走らせるか、メール配信で市民の皆さんに情報をお伝
えする方法を取っています。防災同報無線は、停電が
起きた場合でも使用することができ、緊急時に市内の
皆さんに情報をお伝えすることができます。

子どもの皆さんへ
　世の中では、いろい
ろなことが起こって
います。子どもの皆さ
んには、さまざまなこ
とに興味や関心を持
ち、自分で調べたり、
人から聞いたりして

探求していってほしいです。たくさんのことを学び、
今、自分は何ができるかを考えて行動できる人になっ
てほしいと思います。
　また、人と人との出会いやつながり、交わりを大切
にし、助け合いの心を持ち、人の役に立つことで喜び
を感じられるようになってほしいと思います。

片岡市長重友孝太さん

霜永健太朗さん

※ここで使用している写真は、ジュニアレポーターの皆さんが撮影しています。

田中稜也さん



平成25年11月1日5

●子どもの権利救済の窓口

◆３日間の職場体験を終えた感想

・子どもと親の相談員　各小中学校に配置
・家庭児童相談室	 児童家庭課内　☎３８−５８１０
・市民相談室	 	 市役所１階　☎３８−５８２２　月～金曜日　午前９時～正午　午後１時～４時
・心の相談電話		 ☎３

ミ ナ

７−７
ナ  ヤ  ム  ナ

８６７　毎週月曜日　午前９時～正午　午後１時～４時

●問合先　児童家庭課（☎３８−５８１０）または、学校教育課（☎３８−５８１８）まで。

※土・日曜日、祝日、年末年始を除きます。

　ジュニアレポーターとして市長さんにイ
ンタビューをして、老若男女すべての人が
バランスよく、よい暮らしをすることは難
しいことだと感じましたが、岩倉市がこれ
からもさらによいまちになっていってほし
いと思いました。
　ぼくたちは、子どもの権利があるから学校
に行き、職場体験にも参加することができる
のだと思います。子どもが働いているという
子どもの権利が守られてない国があることを
聞いて、他の国から見ると、日本はとても恵
まれた環境の国だと思います。また、岩倉市
では、病気やけがをしても中学３年生まで無
料で治療を受けることができるので、生きる
権利が守られていると思います。日本だけで
なく世界でも子どもの権利が守られるように
なるといいなと思います。

　
子
ど
も
の
権
利
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
安
心
し
て

過
ご
し
、
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で

す
。

　
「
権
利
」と
は
、「
○
○
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」「
○

○
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」を
言
い
ま
す
。
ま
た
、

人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
大
切
に
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
こ
と
は
、大
人
の
役
割
で
す
。

大
人
が
「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」
を
考
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
自
分
の
わ
が
ま
ま
や
自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
行

動
す
る
と
、
相
手
の
権
利
を
う
ば
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
子
ど
も
の
皆
さ
ん
に
は
、
お

互
い
に
相
手
の
こ
と
も
大
事
に
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　
対
話
（
話
し
合
い
）
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
大

人
と
子
ど
も
な
ど
立
場
を
超
え
て
自
分
の
言
い
た
い
こ

と
を
伝
え
、
お
互
い
の
意
見
や
権
利
を
尊
重
し
て
調
整

し
ま
し
ょ
う
。

Q1Q2Q3Q4

　今回、３日間の職場体験活動
でジュニアレポーターとして参
加させていただき、市長インタ
ビューの質問などを考えて取材
し、広報紙を作成することがお
もしろかったです。
　日本では、「生きる権利」が
守られています。しかし、他国
では「生きる権利」が守られて
いなくて、戦争に関係のない子
どもも犠牲になり、幼い命が奪
われています。とても悲惨なこ
とです。だからぼくは「生きる
権利」が守られている戦争の無
い平和な世の中になることを祈
っています。

　ジュニアレポーターを３日
間体験して、物事は常に相手
の気持ちになって考えること
が一番大切だと分かりまし
た。なぜなら相手のことを考
えて話したり、行動したりす
ることは、コミュニケーショ
ンを取る中でとても大切なこ
とだからです。
　子どもの権利について、い
くつか思ったことがありま
す。まず、ぼくたちが今、当
たり前のように幸せに生きる
ことができるのは生きる権利
があるからだと思いました。
それに権利を守ることも大切
なことだと思います。

◆重友孝太さんの感想 ◆霜永健太朗さんの感想 ◆田中稜也さんの感想

◆
大
切
だ
よ
！
　
子
ど
も
の
権
利

子
ど
も
の
権
利
っ
て
な
あ
に
？

子
ど
も
の
権
利
は
誰
が
守
る
の
？

子
ど
も
は
何
を
や
っ
て
も
い
い
の
？

「
自
分
は
○
○
し
た
い
」
と
意
見
が

ぶ
つ
か
っ
た
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
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赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
地
域
の
中
で
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
支
援
す
る
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん
た

ち
が
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
員
と
し
て
、
赤
ち
ゃ

ん
の
生
ま
れ
た
ご
家
庭
を
全
戸
訪
問
し
、

出
産
お
祝
い
品
や
子
育
て
情
報
誌
な
ど
を

お
届
け
し
ま
す
。

　
訪
問
の
際
に
は
、
お
母
さ
ん
の
子
育
て

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
、
赤

ち
ゃ
ん
の
健
康
状
態
な
ど
の
相
談
も
お
受

け
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
訪
問
対
象
家
庭　
市
内
の
生
後
４
カ
月

ま
で
の
乳
児
の
い
る
す
べ
て
の
家
庭

●
訪
問
時
期　
お
お
む
ね
２
カ
月
を
過
ぎ

た
こ
ろ
に
訪
問
し
ま
す
。

●
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
員　
地
域
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
、
家
庭

児
童
相
談
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
員

●
出
産
お
祝
い
品

・
第
１
子
…
絵
本
セ
ッ
ト

・
第
２
子
以
降
…
乳
歯
ブ
ラ
シ
セ
ッ
ト

●
問
合
先　
児
童
家
庭
課
家
庭
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
︲
５
８
１
０
）
ま
で
。

東
部
保
育
園
え
ほ
ん
図
書

室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
え
ほ
ん
図
書
室
で
は
、
月
１
回
「
ピ
ョ

ン
ち
ゃ
ん
と
ク
ー
く
ん
の
お
は
な
し
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
回
楽
し
い
お
話

が
い
っ
ぱ
い
で
す
、
皆
さ
ん
誘
い
合
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。
11
月
か
ら
第
３
金
曜

日
開
催
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

ピ
ョ
ン
ち
ゃ
ん
と
ク
ー
く
ん
の
お
は
な
し

会●
と
き　
11
月
15
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

11
時

●
と
こ
ろ　
東
部
保
育
園
（
大
市
場
町
）

●
内
容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
と
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど

●
今
後
の
予
定　
12
月
20
日
㈮
・
平
成
26

年
１
月
17
日
㈮
・
２
月
21
日
㈮

え
ほ
ん
図
書
室
の
案
内

●
開
設
日　
毎
週
水
・
金
曜
日
午
前
10
時

～
正
午
（
祝
日
と
原
則
３
月
26
日
～
４
月

９
日
、
８
月
10
日
～
16
日
、
12
月
29
日
～

翌
年
１
月
５
日
に
含
ま
れ
る
開
設
日
を
除

く
）

●
対
象　
お
お
む
ね
３
歳
以
下
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者

●
問
合
先　
児
童
家
庭
課
児
童
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
０
）
ま
た
は
、
東
部

保
育
園
（
☎
３
７
‐
０
９
１
６
）
ま
で

児
童
館
行
事
に
こ
に
こ
シ

テ
ィ
い
わ
く
ら
を
開
催
し

ま
す

　
「
に
こ
に
こ
シ
テ
ィ
い
わ
く
ら
」
は
、

ま
ち
の
建
設
か
ら
、
お
店
の
経
営
な
ど
の

ま
ち
の
動
き
を
子
ど
も
が
手
が
け
る
「
遊

び
と
体
験
の
ま
ち
」
で
す
。
子
ど
も
実
行

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
ど
ん
な
ま
ち
を

つ
く
る
か
を
話
し
合
い
、
活
動
を
進
め
、

作
り
上
げ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

●
と
き　
11
月
２
日
㈯
正
午
〜
午
後
３
時

30
分
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●
市
政
の
窓
●

●
と
こ
ろ　
第
一
児
童
館

●
参
加
対
象
者　
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
の
子
ど
も

※
大
人
の
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

●
参
加
費　
無
料

●
申
込
方
法　
最
寄
り
の
児
童
館
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い（
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）。

●
問
合
先　
第
一
児
童
館
（
☎
３
８
‐

１
１
０
６
）
ま
た
は
、
各
児
童
館
ま
で
。

冬
休
み
期
間
中
の
児
童
館

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童

保
育
）を
受
け
付
け
ま
す

　
冬
休
み
期
間
中
（
12
月
21
日
㈯
～
平
成

26
年
１
月
６
日
㈪
）
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
利
用
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
各
児
童
館
で
お
渡
し
す

る
申
請
書
を
最
寄
り
の
児
童
館
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
家
庭　
両
親
・
祖
父
母
等
の
家
族

が
家
庭
外
で
働
い
て
い
て
、
子
ど
も
の
面

倒
を
十
分
に
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭

●
対
象
児
童　
小
学
校
１
～
４
年
生

※
今
年
度
か
ら
冬
休
み
期
間
中
も
４
年
生

の
入
所
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
育
時
間　
午
前

８
時
～
午
後
６
時
（
午
後
６
時
～
午
後
７

時
は
延
長
保
育
と
な
り
ま
す
）

※
日
曜
日
・
祝
日
と
12
月
29
日
㈰
～
平
成

26
年
１
月
３
日
㈮
は
お
休
み
で
す
。

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
手
数
料
（
学

童
保
育
料
）　
冬
休
み
期
間
中
の
12
月
分

１
千
１
０
０
円
、
１
月
分
６
０
０
円

※
岩
倉
市
遺
児
手
当
受
給
世
帯
お
よ
び
生

活
保
護
世
帯
は
免
除
と
な
り
ま
す
。

●
延
長
保
育
料

★
午
後
６
時
～
６
時
30
分
…
１
日
に
つ
き

50
円

★
午
後
６
時
～
７
時
…
１
日
に
つ
き

１
０
０
円

●
申
請
書
配
布
・
受
付
期
間　
11
月
１
日

㈮
～
15
日
㈮

※
日
曜
日
を
除
く

●
入
所
者
の
選
定
方
法　
児
童
の
家
庭
状

況
な
ど
を
調
査
し
、
各
児
童
館
の
定
員
に

応
じ
て
決
定
し
、
12
月
中
旬
に
通
知
し
ま

す
。

※
原
則
と
し
て
、
校
区
の
児
童
館
へ
入
所

し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
定
員
の
都
合
に

よ
り
、
校
区
外
の
児
童
館
へ
の
入
所
の
場

合
も
あ
り
ま
す
。

●
申
請
書
配
布
・
受
付
・
問
合
先　
各
児

童
館
ま
た
は
、
第
一
児
童
館
（
☎
３
８
‐

１
１
０
６
）
ま
で
。

11
月
か
ら
日
曜
資
源
回
収

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
回

数
が
増
え
ま
す

　
市
で
は
、
現
在
月
２
回
実
施
し
て
い
る

日
曜
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
左
表

の
と
お
り
月
４
回
に
増
や
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
回
収
対
象
品
目　
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー

ル
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
び
ん
類
、
古
紙・

古
着
、
埋
立
ご
み
（
危
険
ご
み
）、
小
型

ご
み
、金
属・小
型
家
電
、有
害
ご
み
、テ
ー

プ
類
、
ラ
イ
タ
ー
類

※
通
常
の
分
別
収
集
と
同
じ
品
目
で
す
。

右
記
以
外
の
回
収
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
回
収
方
法　
係
員
の
指
示
に
従
い
、
受

け
付
け
を
済
ま
せ
た
後
に
指
定
の
場
所
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項　
消
防
署
東
側
防
災
公
園
に

お
車
で
来
場
さ
れ
る
場
合
は
北
側
の
道
路

に
停
車
し
て
搬
入
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

消
防
署
南
側
駐
車
場
は
緊
急
車
両
の
出
動

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
進
入

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
警
報
発
令
時
等
天
候
に
よ
り
実
施
が
困

難
な
場
合
は
中
止
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
受
付
時
に
、
住
所

を
お
尋
ね
し
ま
す
。
こ
れ
は
岩
倉
市
民
で

あ
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
岩
倉
市
以
外
に
お
住
ま
い
の
人
は
出

せ
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　
環
境
保
全
課
廃
棄
物
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）
ま
た
は
、
清

掃
事
務
所（
☎
６
６
‐
５
９
１
２
）ま
で
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

曜日（場所） １１月 １２月 平成２６年１月 ２月 ３月
第 １ 日 曜 日 

（清掃事務所） ３日 １日 ５日 ２日 ２日
第 ２ 日 曜 日 

（消防署東側防災公園） １０日 ８日 １２日 ９日 ９日
第 ３ 日 曜 日 

（清掃事務所） １７日 １５日 １９日 １６日 １６日
第 ４ 日 曜 日 

（消防署東側防災公園） ２４日 ２２日 ２６日 ２３日 ２３日

※午前９時から正午まで（時間厳守）。
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●
市
政
の
窓
●

　
市
で
は
、
平
成
24
年
３
月
に
、
平
成
27

年
度
を
目
標
年
度
と
し
た
「
岩
倉
市
行
政

経
営
プ
ラ
ン
」
お
よ
び
「
岩
倉
市
行
政
経

営
プ
ラ
ン
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
岩
倉
市
行
政
経
営
プ
ラ
ン
で
は
、

基
本
目
標
を
「
将
来
に
わ
た
っ
て
自
立
で

き
、
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
、
経

営
指
標
と
し
て
「
岩
倉
市
の
施
策
に
対
す

る
市
民
満
足
度
の
向
上
」「
財
政
指
標
」

を
掲
げ
、
４
つ
の
改
革
の
柱
と
こ
の
柱
ご

と
の
方
向
性
（
※
）
を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
動
計
画
で
は
、
行
政
経
営
プ
ラ

ン
の
４
つ
の
改
革
の
柱
と
、
こ
の
柱
ご
と

の
方
向
性
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
組
項
目

を
設
定
し
て
、
全
庁
的
に
行
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

岩
倉
市
行
政
経
営
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
に

よ
る
進
捗
状
況
の
評
価
と
公
表

　
行
動
計
画
に
つ
い
て
、
前
年
度
の
取
組

実
績
と
当
該
年
度
の
取
組
計
画
を
作
成

し
、
毎
年
、
第
三
者
機
関
で
あ
る
岩
倉
市

行
政
経
営
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
（
※
１
）

の
評
価
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
公
表
し
ま
す
。

※
１
岩
倉
市
行
政
経
営
プ
ラ
ン
推
進
委
員

会
…
公
募
委
員
、
無
作
為
抽
出
に
よ
る
市

民
委
員
を
含
む
10
人
の
委
員
か
ら
な
り
、

岩
倉
市
の
行
政
改
革
の
重
要
事
項
に
つ
い

て
、公
平
か
つ
中
立
的
な
立
場
で
、審
議
、

評
価
お
よ
び
提
案
す
る
。

平
成
24
年
度
実
績
と
平
成
25
年
度
計
画
の

評
価
結
果

　
今
年
度
は
、
８
月
１
日
㈭
・
13
日
㈫
・

21
日
㈬
の
３
日
間
に
わ
た
り
推
進
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
岩
倉
市
行
政
改
革
推
進
本

部
（
※
２
）
か
ら
提
出
さ
れ
た
岩
倉
市
行

政
経
営
プ
ラ
ン
行
動
計
画
の
平
成
24
年
度

実
績
と
平
成
25
年
度
計
画
に
つ
い
て
の
評

価
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
評

価
結
果
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
９

月
20
日
㈮
に
推
進
委
員
会
か
ら
市
長
へ
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

※
２
岩
倉
市
行
政
改
革
推
進
本
部
…
行
政

改
革
の
実
施
の
た
め
、
市
長
を
本
部
長
、

副
市
長
を
副
本
部
長
と
し
、
教
育
長
お
よ

び
各
部
長
職
の
職
員
で
組
織
さ
れ
た
も
の
。

検
証
結
果
報
告
の
概
要

〈
総
論
〉

　
平
成
24
年
度
の
実
績
お
よ
び
平
成
25
年

度
計
画
に
つ
い
て
、
推
進
委
員
会
か
ら
は

次
の
と
お
り
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
岩
倉
市
行
政
経
営
プ
ラ
ン
お
よ
び
同
行

動
計
画
は
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
政

経
営
を
行
う
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
こ

れ
に
基
づ
き
行
政
改
革
を
進
め
る
こ
と

が
、
第
４
次
岩
倉
市
総
合
計
画
を
下
支
え

し
、
推
進
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
取

り
組
み
と
な
る
。

●
昨
年
度
、
行
動
計
画
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
も
の
の
中
に
、
平
成
24
年
度
ま
た

は
25
年
度
に
完
了
す
る
も
の
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
25
年
度

に
、
新
た
な
６
項
目
の
行
動
計
画
を
追
加

し
た
。
こ
の
こ
と
は
一
定
の
評
価
に
値
す

る
が
、
一
方
で
、
未
だ
に
行
政
経
営
プ
ラ

ン
に
掲
げ
ら
れ
た
事
項
の
う
ち
行
動
計
画

に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
今

一
度
、
行
政
経
営
プ
ラ
ン
の
内
容
を
点
検

し
、
行
動
計
画
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
も

の
を
抽
出
し
、
行
動
計
画
に
掲
げ
る
こ
と

で
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
ほ

し
い
。

●
平
成
25
年
度
は
、
行
政
経
営
プ
ラ
ン
の

計
画
期
間
の
中
間
年
度
に
当
た
る
。
計
画

期
間
の
折
り
返
し
地
点
が
過
ぎ
た
こ
と
を

見
据
え
、
早
急
に
行
政
経
営
プ
ラ
ン
の
４

つ
の
改
革
の
柱
と
そ
の
柱
ご
と
の
方
向
性

に
基
づ
き
、
数
値
目
標
を
取
り
入
れ
た
取

組
項
目
を
積
極
的
に
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
行
動
計
画
に
は
、
経
費
の
削
減

や
歳
入
の
確
保
に
結
び
つ
く
項
目
は
ま
だ

ま
だ
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
行
政
改
革
の

基
本
は
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
政
を

目
指
す
こ
と
に
あ
る
。
積
極
的
な
経
費
の

経
常
経
費
な
ど
の
コ
ス
ト
を
７
千
１
２
６
万
７
千
円
縮
減

市
民
に
よ
る
評
価
を
い
た
だ
き
、
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す　

～
平
成
24
年
度
実
績
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
～

※４つの改革の柱と方向性とは
４つの改革の柱 方向性

（１） 質の高い行政
サービスの推進

①行政サービスの向上、②民間活力の積極的活用、③環境に
配慮した行政施策の推進、④事務事業の見直しと再編

（２） より確かな市
民協働の推進

①市民参加機会の拡大、②市民活動・市民協働の活性化、③市
民と行政の情報の共有

（３）持続可能な財
政基盤の確立

①歳入確保の強化、②積極的な財源確保、③歳出の効率化、
④財政情報の公表と財務諸表による分析

（４）組織力・職員
力の向上

①効果的・効率的な組織体制、②人財育成の推進、③職員数
の適正化
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●
市
政
の
窓
●

削
減
、財
源
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

●
行
政
経
営
プ
ラ
ン
の
特
徴
の
１
つ
は
、

す
べ
て
の
職
員
が
行
政
改
革
に
取
り
組
む

主
役
と
な
る
こ
と
に
あ
る
。
行
政
改
革
の

基
本
で
あ
るPlan
（
計
画
）
→D

o

（
実

行
）→C

heck

（
評
価
）→A

ction

（
改

善
）
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
着
実
に

回
す
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
職
員

一
人
ひ
と
り
の
意
識
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
が
浸
透
す
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
確
実
に
行
え
る
仕
組
み
を
構
築

さ
れ
た
い
。

●
財
政
面
で
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
と
い
っ
た
社
会
構
造
の
変
化
が
進
み
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
税
収
の
減

が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
を

取
り
巻
く
環
境
に
目
を
向
け
れ
ば
、
地
方

分
権
の
進
展
に
よ
る
事
務
の
増
大
、
50
歳

代
後
半
の
職
員
の
大
量
退
職
に
伴
う
管
理

職
員
の
若
年
化
な
ど
が
あ
い
ま
っ
て
複

雑
・
多
様
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
変
化

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
財
政
力
の

向
上
は
も
と
よ
り
、
市
の
総
合
的
な
力
の

強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、

行
政
経
営
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
市
民
満
足
度

の
向
上
と
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
の

推
進
を
両
輪
と
し
て
、
確
実
な
行
政
改
革

を
進
め
る
こ
と
が
礎
に
な
る
。

●
平
成
25
年
４
月
１
日
に
は
、
岩
倉
市
の

最
高
規
範
た
る
岩
倉
市
自
治
基
本
条
例
が

施
行
さ
れ
た
。こ
の
条
例
に
は
、「
市
長
は
、

（
略
）
財
源
の
確
保
並
び
に
そ
の
効
果
的

な
配
分
お
よ
び
効
率
的
な
活
用
を
行
い
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
行
財
政
改
革
に
努
め
、
健
全
な
財
政

運
営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」（
条

例
第
21
条
第
１
項
）と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
、
内
部
的
な
規
範

で
あ
り
外
部
に
拘
束
力
を
持
た
な
い
「
要

綱
」
に
よ
っ
て
行
政
改
革
を
進
め
て
き
た

も
の
を
、
今
後
は
、
議
会
の
議
決
を
経
た

外
部
的
な
拘
束
力
を
伴
う
「
条
例
」
に
基

づ
き
市
の
行
政
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
、
肝
に
銘
じ
て
行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

岩
倉
市
行
政
経
営
プ
ラ
ン
に
お
け
る
指

標
・
目
標
値
に
つ
い
て

〈
経
営
指
標
１　

岩
倉
市
の
施
策
に
対
す

る
市
民
の
満
足
度
に
つ
い
て
〉

　
岩
倉
市
で
は
、
市
の
施
策
に
対
す
る
市

民
満
足
度
を
把
握
す
る
た
め
に
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
５
月

に
か
け
て
、
無
作
為
抽
出
に
よ
る
市
民

１
千
５
０
０
人
に
対
し
て
調
査
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
市
の
施
策
に
対
す
る
市

民
満
足
度
は
０
．
０
１
と
な
り
、
基
準
と

な
る
平
成
20
年
の
市
民
意
向
調
査
の
結
果

に
比
し
て
０
．
０
３
点
上
昇
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
計
画
最
終
年
度
で
あ
る
平
成
27

年
度
に
お
け
る
目
標
値
０
．
１
０
の
達
成

に
向
け
て
一
歩
前
進
と
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
一
方
で
今
回
の
結

果
が
偶
然
の
も
の
で
は
な
い
か
、
市
民
感

覚
と
一
致
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
、
今
回
、
ど
の
よ
う
な
要

因
で
満
足
度
が
向
上
し
た
の
か
を
精
査
す

る
と
と
も
に
、
今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
捉
え
て
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
費
用
対
効
果
を
十
分
念
頭
に
置
い
て

こ
れ
ら
を
推
進
す
る
た
め
の
方
策
を
真し

ん
し摯

に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

〈
経
営
指
標
２　
財
政
指
標
に
つ
い
て
〉

　
財
政
指
標
と
し
て
設
定
し
て
い
る
３
つ

の
指
標
は
、
平
成
24
年
度
決
算
見
込
み
数

値
と
し
て
、
経
常
収
支
比
率
（
※
３
）
は

83
．
８
㌫
（
平
成
27
年
度
決
算
で
の
目
標

値
は
88
．０
㌫
以
下
）、将
来
負
担
比
率（
※

４
）
は
37
．
５
㌫
（
平
成
27
年
度
決
算
で

の
目
標
値
は
１
０
０
．
０
㌫
以
下
）、
実

市民満足度の平均得点の算出方法
　岩倉市の施策に関する４１項目につい
て、満足、やや満足、普通、やや不満、
不満の５段階で評価してもらい、｛「満足」
の回答数×（＋２点）＋「やや満足」の
回答数×（＋１点）＋「普通」の回答数×（０
点）＋「やや不満」の回答数×（－１点）
＋「不満」の回答数×（－２点）｝÷総回
答で算出した得点をいう。

質
公
債
費
比
率（
※
５
）は
７
．
０
㌫（
平

成
27
年
度
決
算
で
の
目
標
値
は
11
．
０
㌫

以
下
）
で
い
ず
れ
も
行
政
経
営
プ
ラ
ン
の

目
標
値
以
内
で
あ
り
、
財
政
指
標
は
適
正

で
あ
る
と
い
え
る
。

　
一
方
で
、
今
後
も
、
小
牧
岩
倉
衛
生
組

合
の
焼
却
炉
建
設
等
に
よ
り
さ
ら
な
る
財

政
負
担
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
一
層
適
切

な
財
政
運
営
に
心
が
け
て
ほ
し
い
。

※
３
経
常
収
支
比
率
…
財
政
構
造
の
弾
力

性
を
判
断
す
る
指
標
。
数
値
が
低
い
ほ
ど

自
由
に
使
え
る
お
金
が
多
く
、
財
政
の
柔

軟
性
が
高
い
。

※
４
将
来
負
担
比
率
…
地
方
公
共
団
体
の

財
政
規
模
に
対
し
て
公
営
企
業
、
一
部
事

務
組
合
等
を
含
め
た
将
来
負
担
す
る
べ
き

実
質
的
負
債
の
比
率
を
い
い
、
数
値
が
低

い
ほ
ど
将
来
に
向
け
た
財
政
運
営
が
健
全

で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

※
５
実
質
公
債
費
比
率
…
市
債
の
償
還
額

（
公
債
費
）
に
事
業
会
計
の
繰
出
金
や
一

部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
、
債
務
負
担
行

為
等
の
う
ち
公
債
費
相
当
額
等
を
加
え
た

指
標
で
、
実
質
的
な
債
務
の
返
済
の
割
合

を
示
す
も
の
を
い
う
。数
値
が
低
い
ほ
ど
、

市
債
に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
が
で
き
る
。
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岩倉市行政経営プラン行動計画に基づく主な実績と評価結果については、次のとおりです。
（下線が引かれている取組業務は、平成２４年度および平成２５年度に追加されたもの）
改革
の柱 内　容

⑴
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

取
組
業
務

① 行政サービスの向上
　「市ホームページの充実」、「窓口サービスの向上」、「公文書目録のホームページ公開」、「日曜市
役所の実施日の拡大」、「総合窓口の改善」、「がん検診申し込み方法の改善」、「水道施設の耐震化」、

「図書館における開館日の拡大」、「ホームページによる監査結果の公開」
②民間活力の積極的活用
　「民間活力等の検討」、「市民プラザの民間活力の導入」、「民間委託等の導入に伴うモニタリング
の仕組みと基準等の整理」、「総合体育文化センターへの民間活力の導入」、「生涯学習センター指
定管理者のモニタリングの活用」、「みどりの家・希望の家の指定管理者更新の検討」
③環境に配慮した行政施策の推進
　「環境基本計画の策定・推進」、「第３次五条川自然再生整備等基本計画の策定・推進」、「第２次
地球温暖化対策実行計画の策定・推進」、「第４次一般廃棄物処理計画の策定・推進」、「環境に関
する調査結果の公表」
④事務事業の見直しと再編
　「施策評価の導入」、「保存文書のデジタル化」、「道路・水路台帳デジタル化」、「監査結果のデー
タベース化」、「監査手法の標準化」

主
な
評
価
結
果

●「市ホームページの充実」については、スマートフォン向けのホームページの作成を検討する
こと。
●「窓口サービスの向上」については、接遇研修は行われているが、金融機関など民間の窓口対
応に学ぶべき点が多くあるのではないか。
●「水道施設の耐震化」については、これまで建屋の耐震化を進めてきたこともあり、本市は耐
震化が県平均よりも進んでいない。計画的に耐震化に取り組むこと。
●「図書館における開館日の拡大」については、平成 24 年度は夏休み中の開館を実施したにも
関わらず入館者数が減少している。入館者数の減少の原因を探り、対策を講じること。これに合
わせて一層の開館日の拡大について検討すること。
●「市民プラザの民間活力の導入」については、平成 25 年度中にプロポーザルを実施するとの
ことだが、それに先立ち、市民プラザをどのような形態の運営とするのか、指定管理者も含めて
検討するとともに、市の考えを明確にしておくこと。
●「第４次一般廃棄物処理計画の策定・推進」については、小牧市に比べ、岩倉市では１人あた
りのごみ排出量が多い。排出の方法に違いがあるため単純に比較できないものの、小牧市と同程
度の排出量とするよう努力してほしい。新しい処理施設が稼働することも踏まえて、ごみの削減
について市民への訴え方の工夫をすること。

⑵
よ
り
確
か
な
市
民
協
働
の
推
進

取
組
業
務

① 市民参加機会の拡大
　「自治基本条例の制定」、「市民参加や市民協働等を推進するための各種個別条例の制定」、「委員
選出における市民登録制度の実施」
② 市民活動・市民協働の活性化
　「ひとり暮らし高齢者や高齢者夫婦世帯等の見守りサポート隊の推進」、「五条川沿いの桜並木の
保全・再生」、「少年消防クラブによる防火 PR 活動」、「救命知識・技術の普及・啓発」、「岩倉市
食育計画の推進」
③ 市民と行政の情報の共有
　「市民との協働による広報紙作り」、「広聴活動の一層の充実」、「公共情報の発信」、「緊急メール
登録者の拡大」、「市議会における市民への情報発信」、「傍聴環境の向上」

主
な
評
価
結
果

●「自治基本条例の制定」については、各部署の判断で行われているパブリックコメントについ
て全庁的なルールを定めること。
●「ひとり暮らし高齢者や高齢者夫婦世帯等の見守りサポート隊の推進」については、目標の地
域数にこだわらず市内地域で見守りサポートができるよう努めること。
●「五条川沿いの桜並木の保全・再生」については、桜並木をただ保存するという活動だけでなく、
観光資源としてどのように岩倉の桜並木を育てていくかという将来的展望に立ったうえで、保存
活動や経費捻出などを組織的に行なう仕組みを検討すること。
●「救命知識・技術の普及・啓発」については、日本赤十字社岩倉支部が開催する救命講習を合
わせて計上することにより、本市住民のうち受講者の割合が正確に把握できるのではないか、検
討すること。
●「広聴活動の一層の充実」については、市民の意見を聞く際に、年配の人の意見に偏らないよ
うな配慮工夫が欲しい。若者を対象とした意見会を開くことを検討してはどうか。
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⑶
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立

取
組
業
務

①歳入確保の強化
　「人口増加策と新たな企業の誘致による市税収入の増」、「負担の公平性を保つための課税対象の
把握（土地の現況調査および家屋の全棟調査）」、「コンビニエンスストア収納の実施」、「インター
ネット公売の実施」、「市税の収納率の向上」、「介護保険料の収納率の向上」、「保育料の収納率の
向上」、「公共用物の使用料徴収」、「水道料金の収納率の向上」、「下水道使用料の収納率の向上」、「学
校給食費の収納率の向上」
② 積極的な財源確保
　「未利用財産（土地）の有効活用」、「公共施設における有料広告の導入」、「教材費の徴収」
③ 歳出の効率化
　「公共施設の適正な維持管理」、「市役所庁舎の適正な維持管理」、「雑草対策工法の改善」、「公園
施設長寿命化計画の策定・推進」、「橋梁長寿命化修繕計画の策定・推進」、「公共下水道への接続
促進」、「支給物品等の消耗品の見直し」、「学校給食センターの維持管理の効率化」、「経常経費等
の見直し」、「ジェネリック医薬品の推奨」、「振込組戻訂正手数料の削減」
④ 財政情報の公表と財務諸表による分析
　「広報・ホームページ等の活用による財政情報の提供」

主
な
評
価
結
果

●「人口増加策と新たな企業の誘致による市税収入の増」については、企業誘致を進めながら、
子育て世代の住みたいまちづくりにより人口増加が図れるような施策を研究すること。新たな企
業誘致は、これまで歳入確保のための手立てとして考えられたためこの項目に入れられている。
一方、直接大きな歳入増にはつながらないが、店舗など人の流れを生み出したり、街を明るくす
る企業という視点での誘致を考えたなら誘致できる企業もあると考える。
●「雑草対策工法の改善」については、雑草管理について、地区に打診してみたが実現には至っ
ていないとのことだが、一部の費用を市が負担することを採り入れるなどを研究しながら、引き
続き住民協働での管理を検討してほしい。
●「振込組戻訂正手数料の削減」については、振込組戻訂正手数料の支払いがなくなるように、
担当課の協力を得ながら取組を進めること。

⑷
組
織
力
・
職
員
力
の
向
上
等

取
組
業
務

① 効果的・効率的な組織体制
　「効率的な行政サービスを展開していくことのできる組織運営と市民にわかりやすい組織づくり」
② 人財育成の推進　
　「職員の能力開発」
③ 職員数の適正化
　「効果的・効率的な定員管理」

主
な
評
価
結
果

●「人財育成の推進」については、平成２５年度は業務改善運動の発表会を区長に参観してもら
うとのことだが、さらに市民に見てもらう機会を増やすため、大きな会場かつ多人数の参観に向
けて検討すること。
●「効果的・効率的な定員管理」については、昭和４０年代後半から５０年代前半にかけて採用
した職員が今後数年で定年退職を迎える。この中には高い専門性やノウハウを有している職員が
多いので、若手職員に経験を受け継ぐ意味でも、再任用として活用してほしい。

※これらは評価結果報告書の概要です。評価結果報告書は、市役所６階の行政課および１階の情報サロンでご覧いただけ
　ます。また、岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）にも掲載しています。
●問合先　行政課行政グループ（☎３８－５８０４）まで。
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秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

「
消
す
ま
で
は　
心
の
警
報　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し

火
災
の
起
こ
り
や
す
い
時
期
と
な
り
、
ち

ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。
火
の
用
心
に

心
が
け
て
下
さ
い
。

　
11
月
９
日
㈯
か
ら
15
日
㈮
ま
で
秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
期

間
中
に
は
、
セ
ス
ナ
機
に
よ
る
空
か
ら
の

Ｐ
Ｒ
、
ま
た
11
月
11
日
㈪
に
は
岩
倉
市
消

防
本
部
と
岩
倉
市
危
険
物
安
全
協
会
が
市

内
で
防
火
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
す
。

　
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し

て
、
岩
倉
市
危
険
物
安
全
協
会
主
催
、
岩

倉
市
お
よ
び
岩
倉
市
議
会
後
援
で
市
内
の

小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
防
火
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
次
の
皆

さ
ん
の
作
品
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
作
品
は
、
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間

中
（
11
月
９
日
㈯
～
15
日
㈮
）
に
市
役
所

（
２
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
と
総
合
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今年の岩倉市の火災状況

　今年１月から９月までの市内の火災状況は、
建物火災３件、車両火災０件、その他火災６件
で合計９件です。これらの火災による死傷者は
出ていません。
　また、昨年と比較して建物火災１件、その他
火災５件の増加となっています。
　空気が乾燥し火災の発生しやすい時期に入っ
ていきますので、次の事に注意してください。

火の用心　６つのポイント
・家のまわりに燃えやすいものを置かない。
・寝たばこやたばこの投げ捨てはしない。
・天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。
・子どもには、マッチやライターで遊ばせない。
・電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。
・ストーブには、燃えやすいものを近づけない。

火災を発見したら、一刻も早く１１９番通報を！

平成２５年度防火ポスター優秀作品一覧
展示先 賞　　別 氏　名 学　校　名 展示先 賞　　別 氏　名 学　校　名

市役所

市 長 賞 永　田　　　萌 岩倉南小学校

総合体育
文化

センター

議 長 賞 小　室　　　輝 岩倉北小学校

協会長賞
井　上　　　葵 岩倉北小学校 協会長賞 山　田　愛　純 岩倉北小学校
竹　内　千　暁 岩倉南小学校 桑　原　杏　奈 曽野小学校
野　田　有　紗 曽野小学校

消防長賞
川　口　創　大 岩倉北小学校

消防長賞 坂　上　まこと 岩倉北小学校 中　川　鈴　菜 岩倉南小学校
鈴　木　さゆり 岩倉東小学校 水　野　紗　佑 曽野小学校

特　　選

岩　木　千　花 岩倉北小学校
特　　選

岡　本　七　季 岩倉南小学校
佐　藤　杏　衣 岩倉南小学校 瀬　川　咲　姫 岩倉南小学校
山　﨑　華　歩 岩倉東小学校 伊　藤　優　花 曽野小学校
中　村　可南子 曽野小学校

入　　選

石　川　琴　葉 岩倉北小学校

入　　選
梅　本　美　波 岩倉北小学校 五　島　瑞　稀 岩倉北小学校
鈴　木　ひかり 五条川小学校 武　藤　寧　音 五条川小学校
河　村　駿　介 曽野小学校 吉　井　晴　香 曽野小学校

佳　　作

北　上　愛　結 岩倉北小学校

佳　　作

新　粥　沙　里 岩倉北小学校
長谷川　愛　実 岩倉北小学校 土　屋　有　輝 岩倉東小学校
井　上　凱　斗 五条川小学校 井　上　茅　祐 五条川小学校
木　村　明祐里 五条川小学校 寺　尾　　　亮 五条川小学校
大　野　千　手 曽野小学校 藤　田　涼　雅 曽野小学校

●問合先　消防本部総務課総務グループ（☎３７−５３３３ 内線２２２）まで。
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市
政
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窓
●

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
も
う

設
置
し
て
あ
り
ま
す
か
？

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
す
べ
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
岩
倉
市
の
場
合
、

寝
室
（
普
段
就
寝
し
て
い
る
部
屋
）
と
階

段
（
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段

上
部
）
に
、
煙
式
感
知
器
の
設
置
が
必
要

で
す
。

　
毎
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
増
え

て
お
り
、
そ
の
う
ち
半
数
以
上
は
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
、そ
の
原
因
の
多
く
が「
逃

げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
を
自
動
的

に
感
知
し
、
警
報
音
や
音
声
な
ど
で
火
災

の
発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
た
め
、
火
災

の
早
期
発
見
に
大
変
有
効
で
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化

さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
訪
問
販
売
に
よ

る
不
適
正
な
販
売
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

悪
質
な
業
者
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

維
持
管
理
が
重
要
で
す

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
電
池
が
切
れ
る

と
作
動
し
な
く
な
る
た
め
、
点
検
ボ
タ
ン

を
押
す
な
ど
し
て
作
動
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ホ
コ
リ
な
ど
は
誤
作
動
の
原
因
と

な
る
た
め
、
定
期
的
に
掃
除
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
本
体
も
セ
ン
サ
ー
等
の

寿
命
に
よ
り
交
換
が
必
要
で
す
。
10
年
を

目
安
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

　

設
置
等
に
関
し
て
の
詳
し
い
内
容

は
岩
倉
市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.cityiw

akura-
syobo.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
消
防
本
部
総
務
課
総
務
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
７
‐
５
３
３
３
内
線

２
２
２
）
ま
で
。

１１月９日は「１１９番の日」です

救急車の適正利用にご協力をお願いします
　救急出動件数は、全国的に増加しており、岩倉市でも昨年同時期と比べ増加してい
ます。この中には、タクシー代わりに救急車を利用するような緊急性が低いケースも
見受けられ、重症の傷病者への対応に支障が出ることが心配されています。
　救急出動時等には、サイレン音を鳴らして走行することが法律で定められ、緊急性
の低い救急出動は、周辺にお住まいの皆さんにご迷惑をおかけすることになりますの
で、症状が軽い場合は、早めにご自身で近くの医療機関で受診するなど、救急車の適
正利用にご理解とご協力をお願いします。
こんなときは迷わず１１９番に通報してください。
★意識がないとき				    ★呼吸困難であるとき
★胸が痛いとき					    ★激しく頭が痛むとき
　病院に関する問い合わせは、電話による案内と愛知県広域災害・救急医療情報システ
ムのホームページから診察できる病院を検索することができますのでご利用ください。
救急医療情報センター
　☎０５８６−７２−１１３３
愛知県広域災害・救急医療情報システムホームページアドレス
　http://www.qq.pref.aichi.jp
●問合先　消防署（☎３７−５３３３）まで。

１１９番通報はおちついて正確に
　火災や救急で「１１９番」に通報する
ときは、気が動転しがちで発生場所や状
況を正確に伝えることはなかなか難しい
ものです。
　「１１９番」に通報されると次の順に聞
いていきます。
①発生場所または目標となる建物
②火災状況、救急の傷病者の状態
③通報者の氏名、電話番号等
　市内からの携帯電話による１１９番通
報は、岩倉市消防本部につながります。
　ただし、岩倉市の境界付近では電波の
状況により他市の消防本部につながる場
合があります。他市の消防本部につながっ
たときは、災害地点が岩倉市内であるこ
とを告げていただくと、岩倉市消防本部
に転送されます。また、通話終了後も電
源を切らないでください。

消防車のサイレンについて
　消防車が緊急出動するときは、火災の
ときばかりではありません。救急車の支
援に出動する消防車は（ピーポー）音を
鳴らして出動しています。
　また、交通事故などの救助出動や油漏
れ等警戒出動する場合には、サイレン音

（ウーウー）のみ鳴らします。
　火災のときは、サイレンと警鐘（ウー
ウー・カンカン）の両方鳴らしますので「サ
イレンですぐ火事だ」と間違いのないよ
うにしてください。　　　　　
　なお、消防車両等の緊急出動走行や火
災現場付近での消火活動には、大変危険
が伴います。火災現場を見に来られる人
の路上駐車や、野次馬は、消火活動に支
障をきたすため、十分注意するようご協
力をお願いします。
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所得税の青色申告決算等説明会および年末調整等説明会を開催します
　平成２５年分の所得税の青色申告決算等説明会と年末調整等説明会が開催されます。
　青色申告決算書用紙は、確定申告書用紙等に同封されますので、事前送付はされません。
　なお、青色申告をされる人で平成２４年分の確定申告についてｅ - ＴＡＸ・国税庁ホームページ確
定申告書等作成コーナーを利用された人には、青色申告決算書等は送付されませんので、必要な人は
説明会会場でお受け取りください。
　また、青色決算書関係書類は国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）からダウンロードす
ることもできます。

●問合先　小牧税務署青色申告決算等説明会担当（☎０５６８−７２−２１１３) または、年末調整等
　　　　　説明会担当（☎０５６８−７２−２１１６）まで。

種類 とき ところ 対象者

所得税の
青色申告決算等説明会

11 月 19 日 ( 火 )
10:00 ～ 12:00 小牧市市民会館 個人で、青色申告をされ

ている人11 月 21 日 ( 木 ) 
10:00 ～ 12:00 春日井市東部市民センター

年末調整等説明会

11 月 19 日 ( 火 ) 
13:15 ～ 15:15 小牧市市民会館 個人および法人の源泉徴

収義務者11 月 21 日 ( 木 ) 
13:15 ～ 15:15 春日井市東部市民センター

11
月
11
日
㈪
～
17
日
㈰
は

税
を
考
え
る
週
間
で
す

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
生
活
に
深

い
か
か
わ
り
が
あ
る
「
税
」
に
つ
い
て
、

そ
の
仕
組
み
や
使
わ
れ
方
な
ど
を
一
人
で

も
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
正
し
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　
市
で
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
あ
わ

せ
て
、
市
内
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字

の
う
ち
、
優
秀
な
作
品
を
次
の
と
お
り
展

示
し
ま
す
。

●
と
き　
11
月
11
日
㈪
～
17
日
㈰

●
と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
問
合
先　
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
８
‐
５
８
０
６
）
ま
で
。

障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
を
送
付
し
ま
す

　
介
護
保
険
で
要
支
援
１
以
外
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、障
害
者
手
帳・

療
育
手
帳
等
交
付
者
で
な
く
て
も
、「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
提
示
す
る

こ
と
で
年
末
調
整
や
所
得
税
の
確
定
申
告

時
に
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
該
当
す
る
人
に
は
、
11
月
中
旬
に
認
定

書
を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
25
年
中

に
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
時
点

の
認
定
に
基
づ
い
て
送
付
し
ま
す
。

障
害
者
控
除
と
は

　
障
害
の
程
度
に
よ
り
障
害
者
控
除
と
特

別
障
害
者
控
除
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応

じ
た
金
額
を
所
得
税
や
市
県
民
税
の
申
告

で
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

障
害
者
控
除
額

所
得
税
27
万
円

市
県
民
税
26
万
円

特
別
障
害
者

控
除
額

所
得
税
40
万
円

市
県
民
税
30
万
円

　
こ
の
認
定
書
は
、
障
害
者
関
係
各
法
に

基
づ
く
認
定
と
は
異
な
り
、
要
介
護
認
定

に
係
る
主
治
医
意
見
書
の
記
載
内
容
等
に

よ
り
認
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
認
定
書
は
、
障
害
者
控
除
の
対
象

と
な
る
人
の
障
害
事
由
が
存
続
し
て
い
る

期
間
有
効
と
な
り
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳・療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
、

各
手
帳
の
判
定
区
分
に
よ
り
障
害
者
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
こ
の
認

定
書
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
控
除
対
象
者
を
扶
養
す
る
人
が
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窓
●

所
得
の
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
場
合

は
、
こ
の
認
定
書
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。

み
ん
な
で「
介
護
」を
支

え
よ
う 

11
月
11
日
は

「
介
護
の
日
」で
す

　

高
齢
化
が
進
み
、
親
や
配
偶
者
な
ど
、

家
族
の
介
護
を
す
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
現
在
、
介
護
を
し
て
い
な
い
人
も
、

い
つ
か
家
族
の
介
護
を
す
る
立
場
に
な
っ

た
り
、
介
護
さ
れ
る
立
場
に
な
っ
た
り
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
11
月
11
日
は
「
い
い
日
、
い
い
日
」
に

か
け
て
「
介
護
の
日
」
で
す
。「
介
護
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
介
護
」
は
だ
れ
に
と
っ
て
も
身
近
な
問
題

　
人
は
だ
れ
で
も
年
を
と
り
、
体
の
機
能

が
衰
え
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
日

常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
50
歳
代
、
60
歳

代
で
も
病
気
を
き
っ
か
け
に
、
そ
れ
ま
で

で
き
て
い
た
こ
と
が
、
突
然
、
一
人
で
は

出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
現
在
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
な
い
人

に
と
っ
て
も
、「
介
護
」
は
自
分
や
家
族

に
突
然
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
、
身
近
な

問
題
で
す
。

頑
張
り
過
ぎ
な
い
「
介
護
」
を

　
介
護
に
対
す
る
負
担
感
か
ら
、
介
護
う

つ
に
な
っ
た
り
、
虐
待
を
し
て
し
ま
っ
た

り
す
る
例
も
近
年
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
状
況
は
、
介
護
す
る
側
に
と
っ
て

も
、
介
護
さ
れ
る
側
に
と
っ
て
も
不
幸
な

こ
と
で
す
。

　
介
護
は
、
介
護
す
る
人
自
身
が
心
も
体

も
健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
頑
張

り
過
ぎ
る
と
、
体
も
心
も
す
ぐ
に
疲
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
介
護
生
活
を
続
け
る
た
め

に
は
、「
頑
張
り
過
ぎ
な
い
」
こ
と
が
大

切
で
す
。

上
手
な
介
護
保
険
の
利
用
を

　
介
護
す
る
人
が
何
も
か
も
一
人
で
行
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
上
手
に
利
用
し
て
、
介
護
す
る

人
が
、
心
や
体
を
休
ま
せ
た
り
、
自
分
の

時
間
を
持
っ
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
心
の
ゆ
と
り
が
で
き
る
こ
と
で
、
介
護

す
る
側
は
、
介
護
さ
れ
る
側
の
気
持
ち
を

考
え
た
思
い
や
り
の
あ
る
介
護
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
介
護
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
一

人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、
市
役
所
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
早
め
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
た

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８

‐
０
３
０
３
）
ま
で
。

介
護
マ
ー
ク
の
普
及・

配
布
に
ご
理
解
く
だ
さ

い
　
介
護
者
に
と
っ
て
介
護
を
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
介
護
マ
ー
ク
の

普
及
お
よ
び
配
布
を
し
ま
す
。

　
介
護
マ
ー
ク
の
配
布
対
象
者
は
、
特
に

認
知
症
高
齢
者
の
介
護
者
が
、
身
近
な
地

域
以
外
の
駅
や
外
出
先
で
、
排
泄
介
助
等

を
す
る
際
に
、
周
囲
か
ら
誤
解
を
受
け
る

こ
と
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
介
護
行
為
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、

介
護
マ
ー
ク
を
配
布
し
ま
す
。

●
配
布
場
所　
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
グ

ル
ー
プ
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

●
問
合
先　
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
た

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８

‐
０
３
０
３
）
ま
で
。

無料税務相談を行います
　東海税理士会小牧支部では、１１月１１日（月）～１７日（日）
の税を考える週間にあわせて無料税務相談を行います。
●とき　１１月１１日（月）、１３日（水）、１６日（土）、１７日（日）
　午前１０時～午後４時　※要予約
●ところ　東海税理士会小牧支部事務局　（小牧市中央１-３４６
　木津用水会館２階）
●相談員　東海税理士会小牧支部に所属する税理士
●予約・問合先　東海税理士会小牧支部事務局（☎０５６８-７２-
９７１２）まで。
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●
市
政
の
窓
●

高
額
医
療・高
額
介
護

合
算
療
養
費
制
度
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
医
療
保
険
制
度
や
介
護
保
険
制
度
に
支

払
っ
た
金
額
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
と
き
に
、
超
え
た
分
の
額
が
支
給
さ
れ

る
制
度
（
医
療
で
は
「
高
額
療
養
費
」、

介
護
で
は
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」）

が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
負
担
を
軽
減
す
る
目
的
で
、

こ
れ
ら
の
制
度
に
加
え
「
高
額
医
療
・
高

額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減

　
世
帯
内
の
同
一
の
医
療
保
険
の
加
入
者

に
つ
い
て
、
１
年
間
（
平
成
24
年
８
月
～

平
成
25
年
７
月
）
の
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
て
、
表
の
基

準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
金

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
（
上
表
参
照
）。

計
算
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

★
既
に
支
給
さ
れ
て
い
る
高
額
療
養
費
や

高
額
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費

★
食
費・居
住
費
（
滞
在
費
）、
差
額
ベ
ッ

ド
代
、
日
常
生
活
費
な
ど
の
費
用
、
住
宅

改
修
お
よ
び
福
祉
用
具
購
入
の
自
己
負
担

額
な
ど

支
給
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

★
計
算
対
象
期
間
内
に
、
医
療
保
険
と
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
か
し
か
利
用

し
な
か
っ
た
場
合　
　

★
計
算
の
結
果
、
基
準
額
を
超
え
る
額
が

５
０
０
円
未
満
の
場
合

申
請
方
法

　
支
給
対
象
者
に
は
、
12
月
以
降
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
市
民
窓
口
課
保
険
医

療
グ
ル
ー
プ
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き
の
注
意
点

★
平
成
24
年
８
月
２
日
～
平
成
25
年
７
月

31
日
の
間
に
、
市
町
村
を
越
え
る
転
居
を

し
た
人
や
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
制

度
に
変
更
が
あ
っ
た
人
は
支
給
の
対
象
と

な
る
旨
の
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
上
記
の
支
給
要
件
を
参
考
に

し
て
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
医
療

グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
、
転
居
前
の
市
町
村
や

以
前
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
へ
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

★
後
期
高
齢
者
医
療
、
国
民
健
康
保
険
以

外
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

ご
加
入
の
医
療
保
険
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
合
先　
市
民
窓
口
課
保
険
医

療
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま

た
は
、
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。

介
護
保
険
制
度
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す

　
介
護
保
険
は
40
歳
以
上
の
人
が
加
入
す

る
社
会
保
険
制
度
で
す
。

　
65
歳
に
な
る
月
に
介
護
保
険
被
保
険
者

証
が
交
付
さ
れ
、
介
護
保
険
第
１
号
被
保

険
者
に
な
り
保
険
料
の
納
付
方
法
が
変
わ

り
ま
す
。

　
65
歳
を
迎
え
ら
れ
る
人
に
対
し
て
、
介

護
保
険
制
度
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、対
象
以
外
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
と
き　
11
月
13
日
㈬
午
後
２
時
～
３
時

●
と
こ
ろ　
市
役
所
７
階
大
会
議
室

●
対
象　
市
内
在
住
の
昭
和
23
年
６
月
か

ら
昭
和
24
年
５
月
生
ま
れ
の
人
、
そ
の
他

関
心
の
あ
る
人
。

●
問
合
先　
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。

後期高齢者医療制度加入者および７０歳以上の国民健康保険加入者
負担区分 要件 基準額

現 役 並 み 所 得 者 
（一定以上所得者）

保険証（国民健康保険加入者の場合
は高齢受給者証）の一部負担金の割
合が「３割」となっている人

67 万円

市 県 民 税 
非課税世帯

区分Ⅰ 世帯全員の各種所得（公的年金は控
除額を 80 万円で計算）が 0 円の人 19 万円

区分Ⅱ 区分Ⅰに該当しない人 31 万円
一般 上記に該当しない人 56 万円

７０歳未満の国民健康保険加入者
負担区分 要件 基準額

上位所得者
全ての国民健康保険被保険者の基礎
控除後の総所得金額等の合計が 600
万円を超える世帯の人

126 万円

市県民税非課税世帯 世帯主と全ての国民健康保険被保険
者が非課税の世帯の人 34 万円

一般 上記に該当しない人 67 万円
※７０歳未満の国民健康保険加入者は、同じ月内で一つの病院、診療所ごとに
２１，０００円以上の自己負担額があった場合、合算対象となります。ただし、
同一病院でも医科、歯科、入院、外来は別々に計算します。
※負担区分は計算対象期間の末日時点（原則は７月３１日）のもので、一昨年
の所得により判断します。
※所得申告がない世帯の人は上位所得者の負担区分で判断されます。
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●
市
政
の
窓
●

平成２５年度岩倉市農業振興事業対象事業のお知らせ
１１月２日に僕も
来場するよ

　岩倉市では楽しみながらできる地球温暖化防止を合言葉に ｢緑のカーテンコンテスト｣ を実施しました。
コンテストには全部で２８作品の応募をいただきました。次のとおり審査の結果を発表します。
　ご応募いただいた皆さん本当にありがとうございました。

「緑のカーテンコンテスト」の結果を発表します！

◎最優秀賞

○優秀賞
　寺澤　陽子さん（本町）、松本　吉生さん（曽野町）、竹内　冬彦・桂子さん（本町）、岩井　紀美代さん

（鈴井町）、南部老人憩の家（大地町）
　最優秀賞 2 組には、表彰状と記念品のい～わくんグッズをお渡しします。また、優秀賞 5 組にも記念品
をお渡しします。
　ご応募いただいた全作品は、１１月９日（土）・１０日（日）に開催される、いわくら市民ふれ愛まつり
2013 環境フェアアリーナ会場で展示をさせていただきますのでぜひご覧ください。
●問合先　環境保全課環境グループ ( ☎３８−５８０８) まで。

▲山田　道子さん（宮前町） ▲いちい信用金庫愛北営業部さん（旭町）

▲この絵は岩倉総合高校の生徒が作成しました。

いわくら産直フェア２０１３
　当日は、地元でとれた新鮮な野菜等の直売のほか園芸資材
等の即売もあり、岩倉市と友好都市の福井県大野市からも出
店します。また、産直センター内には、岩倉総合高校の生徒
が描いた野菜の絵画が展示してあります。お楽しみ抽選会や
ぽん菓子の無料配布もありますので、皆さんぜひお越しくだ
さい。

●とき　１１月２日（土）・３日（日）・午前９時～午後４時
●ところ　JA 愛知北産直センター岩倉店
●問合先　JA 愛知北産直センター岩倉店　（大地町西町畑５
　　　　　☎０５８７−３８−３３０１）まで。
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●
市
政
の
窓
●

安
全
で
お
い
し
い
水
を
お
届

け
し
て
い
ま
す

　
岩
倉
市
の
水
道
は
、
地
下
水
（
給
水
量

の
約
36
㌫
）と
愛
知
県
営
水
道
の
受
水（
給

水
量
の
約
64
㌫
）
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
地
下
水
は
、
地
下
約
１
０
０
㍍
の
井

戸
か
ら
汲
み
上
げ
、
県
営
水
道
の
水
は
、

木
曽
川
か
ら
取
水
・
浄
水
処
理
し
て
、
皆

さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
水
道
法
で
定
め
る
厳
し
い
水

質
基
準
に
適
合
し
た
安
全
で
お
い
し
い
水

を
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
定
期
的
に

水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
検
査
結
果
は
、
表
の
と

お
り
良
好
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

貯
水
槽
を
設
置
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
ビ
ル
、
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

で
は
、
貯
水
槽
、
ポ
ン
プ
な
ど
の
給
水
設

備
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
貯
水
槽
に
水
道

水
を
供
給
す
る
形
で
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
貯
水
槽
に
入
る
水
に
つ
い
て
は
、
水
道

事
業
者
に
責
任
が
あ
り
ま
す
が
、
貯
水
槽

に
入
っ
た
後
の
水
に
つ
い
て
は
、
設
置
者

の
責
任
と
な
り
ま
す
。

　
設
置
者
の
皆
さ
ん
は
、
貯
水
槽
の
施
設

お
よ
び
水
道
水
の
安
全
管
理
を
適
切
に

行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
簡
易
専
用
水
道
（
貯
水
槽
の
有
効
容
量

が
10
立
方
㍍
を
超
え
る
施
設
）
の
場
合

★
水
道
法
施
行
規
則
の
基
準
に
よ
る
管
理

を
行
い
、
１
年
以
内
に
１
回
、
厚
生
労
働

大
臣
の
登
録
を
受
け
た
検
査
機
関
に
よ
る

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

②
小
規
模
貯
水
槽
水
道
（
貯
水
槽
の
有
効

容
量
の
合
計
が
10
立
方
㍍
以
下
の
施
設
）

の
場
合

★
水
槽
（
貯
水
槽
、
高
置
水
槽
）
の
掃
除

を
１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

★
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
に
異
常
が
な
い
か

な
ど
の
点
検
を
行
い
、
異
常
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
く

だ
さ
い
。

★
１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、
蛇
口
か
ら
出

る
水
の
色
、
濁
り
、
臭
い
、
味
に
関
す
る

検
査
お
よ
び
残
留
塩
素
の
有
無
に
関
す
る

水
質
の
検
査
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
供
給
す
る
水
が
人
の
健
康
を
害
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
直

ち
に
給
水
を
停
止
し
、
関
係
者
に
周
知
す

る
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
上
下
水
道
課
上
水
道
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
５
）
ま
で
。

平成２４年度水質検査結果（給水栓水）
検査項目 基 準 値 等 八剱町水源 岩倉団地 配水場
一般細菌 100 集落 /mL 以下 0 0 0 
大腸菌  検出されないこと 不検出 不検出 不検出
カドミウム 0.003 mg/L 以下 （－） （－） （－）
水銀 0.0005 mg/L 以下 （－） （－） （－）
セレン 0.01 mg/L 以下 （－） （－） （－）
鉛 0.01 mg/L 以下 （－） （－） （－）
ヒ素 0.01 mg/L 以下 （－） （－） （－）
六価クロム 0.05 mg/L 以下 （－） （－） （－）
シアン化物イオンおよび塩化シアン 0.01 mg/L 以下 （－） （－） （－）
硝酸態窒素および亜硝酸態窒素 10 mg/L 以下 2.0 3.3 0.6 
フッ素 0.8 mg/L 以下 （－） 0.10 0.09 
ホウ素 1.0 mg/L 以下 （－） （－） （－）
四塩化炭素 0.002 mg/L 以下 （－） （－） （－）
1,4- ジオキサン 0.05 mg/L 以下 （－） （－） （－）
シスおよびトランス -1,2- ジクロロエチレ
ン 

0.04 mg/L 以下 （－） （－） （－）

ジクロロメタン 0.02 mg/L 以下 （－） （－） （－）
テトラクロロエチレン 0.01 mg/L 以下 （－） （－） （－）
トリクロロエチレン 0.01 mg/L 以下 0.002 0.001 （－）
ベンゼン 0.01 mg/L 以下 （－） （－） （－）
塩素酸 0.6 mg/L 以下 （－） （－） （－）
クロロ酢酸 0.02 mg/L 以下 （－） （－） （－）
クロロホルム 0.06 mg/L 以下 （－） （－） 0.014 
ジクロロ酢酸 0.04 mg/L 以下 （－） （－） 0.007 
ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L 以下 0.002 0.003 0.003 
臭素酸 0.01 mg/L 以下 （－） （－） （－）
総トリハロメタン 0.1 mg/L 以下 0.007 0.007 0.026 
トリクロロ酢酸 0.2 mg/L 以下 （－） （－） （－）
ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L 以下 （－） （－） 0.005 
ブロモホルム 0.09 mg/L 以下 0.005 0.004 0.004 
ホルムアルデヒド 0.08 mg/L 以下 （－） （－） （－）
亜鉛 1.0 mg/L 以下 0.001 0.001 0.001 
アルミニウム 0.2 mg/L 以下 （－） （－） 0.02 
鉄 0.3 mg/L 以下 （－） （－） （－）
銅 1.0 mg/L 以下 0.005 0.003 0.002 
ナトリウム 200 mg/L 以下 27 19 6.5 
マンガン 0.05 mg/L 以下 （－） （－） （－）
塩化物イオン 200 mg/L 以下 18 22 6.8 
カルシウム､ マグネシウム等（硬度） 300 mg/L 以下 100 94 24 
蒸発残留物 500 mg/L 以下 240 200 57 
陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L 以下 （－） （－） （－）
ジェオスミン 0.00001 mg/L 以下 （－） （－） （－）
2- メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L 以下 （－） （－） （－）
非イオン界面活性剤 0.02 mg/L 以下 （－） （－） （－）
フェノール類 0.005 mg/L 以下 （－） （－） （－）
有機物 ( 全有機炭素 (TOC) の量） 3.0 mg/L 以下 （－） （－） 0.5 
ｐＨ値 5.8 以上 8.6 以下 7.1 7.1 7.6 
味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
色度 5 度以下 （－） （－） （－）
濁度 2 度以下 （－） （－） （－）

※（－）は、各定量下限値を下回ることを示します。
※代表的な水源を掲載します。なお、他の水源につきましては岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）を
　ご覧ください。
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●
市
政
の
窓
●

ぜひ、ご利用ください！
市役所２階レストラン ｢さくらん坊｣
レストラン ｢さくらん坊｣
●営業日・営業時間　月曜～金曜 ( 祝日と、お盆・年末年始を除く）
午前９時～午後５時 ( ランチタイム午前１１時３０分～午後１時 )
●メニュー・日替わりランチ　５００円 ( ＋１５０円でドリンク付 )
　　　　　・コーヒー・紅茶・ジュース、軽食など
※ドリンク単品には、時間帯によってモーニングサービスや手作りお菓子が付きます。
●店頭販売　卵・乳製品を使用しないクッキーや雑貨を店頭で販売しています。
いずれも、しらゆり福祉会の利用者が丁寧に手づくりしたものです。
　今後は市民の皆さんと手づくり感覚でお店を充実させていけたらと考えていま
すので、ぜひお立ち寄りください。

｢さくらん坊｣ は福祉団体が運営するレストラン！
　市民の新たな憩いの場として、今年の４月に福祉団体が運営するレストランが市役所内にオープンしました。
福祉団体の正式名称は、社会福祉法人尾北しらゆり福祉会といいます。この法人は、平成９年に岩倉市で精神障
害者家族会 ( しらゆり会 ) が自らの居場所づくりとして始めたものが前身となっています。現在は、「さくらん坊｣
のほかに、就労継続支援Ｂ型事業所 ｢さくら・ワーク」( 岩倉市東町 ) と「しらゆり・ワーク」（江南市勝佐町 )
を運営し、職員２０人、登録利用者は７０人ほどになっています。

「さくらん坊｣ は、だれもがホッとできる場所！
　レストラン「さくらん坊｣ では、地元の主婦やパー
トの職員とともに、働く希望を持った障害者が毎日積
極的に就労訓練を行っています。現在は５００円の日
替りランチが好評で、肉・魚・麺・丼など飽きがこな
いよう趣向をこらしつつ、どこかホッとできる“みん
なのお昼ごはん”を目指しています。店内は落ち着い
た雰囲気で観葉植物が多く配置され、テーブル席以外
にカウンターやお座敷スペースもあり、一人でも子ど
も連れでも利用しやすい工夫をしています。

●働く職場の皆さんの声を紹介します。

Ｙさん (厨
ちゅうぼう

房担当 )
　僕は今まで倉庫の仕事や工場で働い
ていたので、最初はとまどいや失敗が
多かったですが、今では「さくらん坊｣
の仕事も倉庫や工場と違ったやりがい
があり、また、楽しみやつらさがある
と実感できます。これからもミスなど
をすると思いますが、それをバネにし
て早く成長し、お客様に「来て良かった」

「また来よう」と思われるようなステキ
なレストランにしていけたらなと思い
ます。これからもレストラン「さくら
ん坊」をよろしくお願いいたします。

Ｔさん（接客担当 )
　オープンしてから少したち、仕事のある日は朝が起きら
れるようになった。シフトが決まっているので責任がある
のも大きい。店は天井が高く、きれいで、おしゃれな内装
でここちよい。こんな場所で働けて、うれしい。自分が岩
倉市役所の建物の中で働くことになるとは少し前には想像
ができず、今でも不思議な気持ち。店の仲間も同じように
病気を持っているので、助け合ってはげましあっていきた
い。今まで何度か仕事をしてきて病気の事は隠して働いて
いたが、ここではそんな気苦労をしないですむ。スタッフ
の人もみんなやさしくしてくれ心強い。お客様から「おい
しかったよ」とか「ありがとう」という言葉をもらうと元
気が出る。

●問合先　レストラン ｢さくらん坊｣ ( ☎３８－３８１１）または、行政課行政グループ（☎３８－５８０４）まで。
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●
市
政
の
窓
●

第
７
回「
岩
倉
軽
ト
ラ

市
」を
開
催
し
ま
す
！

　
第
７
回
「
岩
倉
軽
ト
ラ
市
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
回
も
新
鮮
野
菜
を
は
じ
め
と
し
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
市
が
多
数
出
店
し
ま

す
。

　
ま
た
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
11
月
17
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

※
小
雨
決
行

●
と
こ
ろ　
神
明
ふ
れ
あ
い
広
場

●
主
な
出
品
物　
農
産
物
、パ
ン
、ハ
ム・

ソ
ー
セ
ー
ジ
類
、
雑
貨
な
ど

※
出
品
物
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

●
イ
ベ
ン
ト

『
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
』

　

名
古
屋
市
中
区
の
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

「
Ａ
Ｍ
Ｓ（
ア
ム
ス
）」で
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
ダ
ン
ス
を
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
が
出
演
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

<

出
演
時
間>

　
午
前
10
時
～

●
主
催
等　
主
催
…
岩
倉
市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
い
わ
く
ら
観
光
振
興
会
、
主
管
…
岩
倉

軽
ト
ラ
市
実
行
委
員
会
、
後
援
…
岩
倉
市

商
工
会

●
問
合
先　
岩
倉
軽
ト
ラ
市
実
行
委
員

会
事
務
局
（
商
工
農
政
課
内
☎
３
８
‐

５
８
１
２
）
ま
で
。

道
路
や
水
路
に
植
木
鉢
、

プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
を
置

か
な
い
で
く
だ
さ
い

　
植
木
鉢
や
プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
身
近
な
緑

と
し
て
、
ま
た
、
美
し
い
街
並
み
と
し
て

大
切
な
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
道
路
や
水
路
（
側
溝
も
含
み

ま
す
）
に
置
い
て
い
る
と
、
維
持
管
理
す

る
う
え
で
の
支
障
と
な
っ
た
り
、
通
行
の

妨
げ
に
な
り
、歩
行
者
が
つ
ま
ず
い
た
り
、

車
が
ぶ
つ
か
っ
て
事
故
を
起
こ
す
な
ど
の

危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
に
せ
り
出
し
て
い
る
庭
木

も
同
様
に
通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
道

水
路
に
は
植
木
鉢
や
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
物

を
置
か
な
い
よ
う
に
、
ま
た
庭
木
は
必
要

に
応
じ
て
剪
定
す
る
な
ど
の
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
合
先　
都
市
整
備
課
管
理
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
３
）
ま
で
。
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保健師すこやか日誌
～災害時にも使えるレシピの紹介！～

ポリ袋で作る　ツナじゃが

　東日本大震災後の被災地支援での報告によると、非常時に献立を考えたり、ガスや水、電気が不通の中、臨機
応変に対応するのは難しい状況だったとあります。大規模災害発生時には、不自由な状況が長期間になることを
想定し、限られた条件の中でも栄養バランスが良い食事を作ること、それには平常時に十分な準備をしておくこ
とが大切です。
　そこで、江南保健所と管内の栄養士会が協力して、「災害時にも使えるレシピ集」を作成しました。この中から、
家庭での備えに役立つ献立例を紹介します。一度、ご家庭でも試してみてください。
　献立は一例です。「災害時にも使えるレシピ集」は保健センターで閲覧できます。
　また、保健センターで開催の栄養教室でも食生活改善推進員が中心となって、献立例を紹介しました。他の献
立は今後、さまざまな機会に随時ご紹介していきたいと思います。

＜作り方＞
①ジャガイモは１口大に、タマネギはうすぎり、ニンジンは 0.5cm 厚位のいちょう切りにする。
②ポリ袋に材料を全部入れる（ツナ缶は、油・汁ごと）。
③空気を抜いて輪ゴムで縛る。
④沸騰した湯で３０分位茹でる。

★タマネギを底に入れるとタマネギの水分が
   早く出て早く火が通ります

★できあがったツナじゃが

●問合先　健康課指導グループ（保健センター内☎３７−３５１１）まで。

PRポイント！

日ごろ、私たちは食べ物に困らない生活を送っています。
もし、この地域が巨大地震に襲われたらどうなるのでしょうか？
命を支える大切な「食」の備えは十分と言えるでしょうか？

＜材料＞ 1人分 4人分（目安量） 備考

ジャガイモ 50g（1/2 個） 200g( ２個 ) 　

タマネギ 50g（1/4 個） 200g( １個 ) 　

ニンジン 15g（１ｃｍ） 60g 　

ツナ缶（小） 20g(1/4 缶 ) 80g( １缶 ) 　

白だし 5ml（小さじ 1） 20ml( 小さじ 4) または麺つゆ 2 倍希釈
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いわくら市民
　　 ふれ愛まつり２０１３

主
な
会
場
と
催
し
物

ア
リ
ー
ナ
会
場

　
２
階
ア
リ
ー
ナ
で
、
農
業
フ
ェ
ア
、
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
、福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

み
ん
な
の
消
費
生
活
フ
ェ
ア
、
健
康
フ
ェ

ア
、
環
境
フ
ェ
ア
の
展
示
や
実
演
な
ど

多
目
的
ホ
ー
ル

　

講
演
会
、
い
～
わ
く
ん
の
お
友
だ
ち

フ
ェ
ス
タ
!!
、
珠
算
競
技
大
会
表
彰
式
、

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

柔
剣
道
場

　
フ
ッ
化
物
塗
布
、
歯
科
健
診
な
ど

バ
ザ
ー
ル
会
場

　

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
第
１
、
第

２
駐
車
場
を
利
用
し
て
、
飲
食
物
の
模

擬
店
、
企
業
に
よ
る
展
示
・
即
売
、
各

地
の
特
産
品
や
、
野
菜
の
即
売
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
園
年
長
児
に
よ
る
歌
と
ダ

ン
ス
、
幼
稚
園
鼓
笛
隊
、
太
鼓
演
奏
、
大

道
芸
・
い
～
わ
く
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
タ
イ

ム
・
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
な
ど
の
会
場
に
も
な

り
ま
す
。

特
産
品
コ
ー
ナ
ー

　
福
井
県
大
野
市
な
ど
各
地
の
特
産
品
を

販
売
し
ま
す
。

☆
福
井
県
大
野
市
（
生
ま
い
た
け
、
ま
い

た
け
加
工
品
、
そ
の
他
特
産
品
な
ど
）

☆
岐
阜
県
下
呂
市
（
串
焼
き
、五
平
も
ち
、

飛
騨
り
ん
ご
な
ど
）

☆
中
濃
森
林
組
合
（
山
菜
各
種
、生
椎
茸
、

い
も
も
ち
な
ど
）

名
古
屋
コ
ー
チ
ン
コ
ー
ナ
ー

　
岩
倉
市
の
特
産
品
で
あ
る
名
古
屋
コ
ー

チ
ン
の
生
肉
を
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
鉄

板
焼
な
ど
の
即
売
も
行
い
ま
す
。

消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　
ち
び
っ
子
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
体
験
で
き
ま

す
。
煙
体
験
ハ
ウ
ス
も
あ
り
ま
す
。

国
際
交
流
協
会
コ
ー
ナ
ー

　
岩
倉
市
の
海
外
派
遣
事
業
で
中
学
生
達

が
訪
問
し
た
モ
ン
ゴ
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

併
せ
て
ア
ジ
ア
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
や
お
菓
子
の
販
売
も
し
ま
す
。

大
道
芸
シ
ョ
ー

　
日
本
国
内
で
活
躍
中
の
エ
ン
タ
ー
テ
ィ

ナ
ー
が
お
届
け
す
る
笑
い
と
感
動
あ
り
の

大
道
芸
シ
ョ
ー
！

　
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
や
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
演
目
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
す
。

●
と
き　
９
日
㈯
午
前
11
時
、午
後
１
時
、

午
後
３
時
～
（
約
30
分
間
）

10
日
㈰
午
前
10
時
、
正
午
、
午
後
２
時
～

（
約
30
分
間
）
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「
だ
い
す
き　

い
わ
く
ら　

ふ
れ
愛
ま

つ
り
２
０
１
３
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
い

わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。
毎
年
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広

い
市
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
も
充
実

し
た
催
し
物
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
家
族
や
お
友
達
と
誘
い
合
わ
せ
て
、
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
場
周
辺
の
道
路
は
交
通
規
制

を
行
い
ま
す
。
毎
年
、
周
辺
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
が
路
上
駐
車
に
大
変
迷
惑
し
て

い
ま
す
。
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

来
場
に
は
市
役
所
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、

ま
た
は
、
市
内
巡
回
バ
ス
を
利
用
す
る
か
、

自
転
車
・
徒
歩
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
11
月
９
日
㈯
午
前
10
時
～
午

 

ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー

岩
倉
市
出
身
の
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
山
本
未

季
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
を
行
い
ま

す
。

●
と
き　
10
日
㈰
午
前
11
時
～

◎
山
本
未
季
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
名
古
屋
芸
術
大
学
卒
業
。
在
学
中
に
自

主
制
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
万
博
の
バ
ッ
ク

コ
ー
ラ
ス
を
経
験
。

　
卒
業
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

や
演
劇
の
舞
台
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
曲
や
映

画
サ
ン
ト
ラ
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ

ブ
、
五
木
ひ
ろ
し
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
も
舞

台
を
踏
む
。
近
年
は
イ
ベ
ン
ト
Ｍ
Ｃ
と
し

て
も
活
動
。

鳴
子
お
ど
り

　
「
岩
倉
鳴
子
お
ど
り
の
会　
五
条
川
桜
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
鳴
子
お
ど
り
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
９
日
㈯
正
午
～

子
ど
も
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

　
「
フ
ワ
フ
ワ
」
遊
具
や
ワ
ン
ち
ゃ
ん
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で
、
子
ど
も
た
ち
が
遊

後
４
時
、
10
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
３
時

30
分

●
と
こ
ろ　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
と

駐
車
場

●
問
合
先　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

●
と
き　
11
月
９
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～

●
と
こ
ろ　

総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
東
玄
関
前

※
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了

後
、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
苗
木
の
無
料
配
布
を
行
い
ま

す
。

●
樹
種
・
本
数　
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ

４
０
０
本
（
先
着
順
）

べ
ま
す
。

い
～
わ
く
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

　
い
～
わ
く
ん
と
一
緒
に
歌
っ
て
踊
っ
て

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
会
場
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
グ
ッ
ズ
が
買
え
る
い
～
わ
く
ん

シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
。

●
と
き　
９
日
㈯
午
後
零
時
30
分
～
、
午

後
２
時
～
、
10
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
、

午
後
零
時
30
分
～

自
動
車
シ
ョ
ー　

　
岩
倉
自
動
車
整
備
組
合
に
よ
る
新
車
展

示
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
餅
つ
き

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
展
示　

　
10
月
１
日
か
ら
運
行
を
開
始
し
た
、
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
の
り
愛
い
～

わ
号
」
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
東

・
稲
沢
市
（
植
木
、
苗
木
）
の
販
売

第
４
会
場
（
第
４
駐
車
場
）

環
境
フ
ェ
ア

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
サ
イ
ク
ル
品

の
展
示
・
即
売
な
ど
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環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
３

守
ろ
う　
自
然　
環
境　
み
ん
な
の
ま
ち
か
ら

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
今
こ
の
岩
倉

の
ま
ち
で
行
動
す
る
こ
と
か
ら
、
地
球
規

模
の
環
境
問
題
へ
の
対
処
は
始
ま
り
ま

す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
ご
み
減
量

と
リ
サ
イ
ク
ル
、省
資
源・省
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
の
問
題
と
向
き
合
い
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
見
直
す
小
さ
な
一
歩
の
積
み
重
ね

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
は
、
五
条
川
を
始
め
と

す
る
身
近
な
自
然
と
、
そ
こ
に
住
む
さ
ま

ざ
ま
な
生
き
物
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
大
切

さ
を
忘
れ
が
ち
で
す
。

　

今
年
も
環
境
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
で

は
、
自
然
と
環
境
を
守
る
た
め
の
工
夫
と

知
恵
を
提
供
し
ま
す
。

ア
リ
ー
ナ
会
場

☆
環
境
体
験
ひ
ろ
ば　

　
木
の
実
や
枝
な
ど
を
使
っ
た
工
作
や
古

く
な
っ
た
ネ
ク
タ
イ
な
ど
を
利
用
し
た
モ

ノ
作
り
を
体
験
し
、
自
然
に
親
し
み
を
感

じ
、
リ
ユ
ー
ス
（
物
を
大
切
に
す
る
、
再

使
用
す
る
）
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ご
家
族
で
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

☆
発
表
コ
ー
ナ
ー　

　
市
内
で
、
自
然
・
環
境
に
関
わ
る
活
動

に
取
り
組
む
団
体
の
皆
さ
ん
が
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。

☆
企
業
コ
ー
ナ
ー　

　
ガ
ラ
ス
び
ん
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

第
４
会
場

☆
ふ
れ
愛
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

　
不
要
に
な
っ
た
物
を
必
要
な
人
へ
。
ぜ

ひ
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。
意
外
な
掘
り
出

し
物
が
見
つ
か
る
か
も
。

☆
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー　

　
子
ど
も
向
け
の
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
ク

イ
ズ
と
組
み
合
わ
せ
た
自
然
や
環
境
を
楽

し
く
考
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

☆
リ
ユ
ー
ス
ひ
ろ
ば
―
ま
だ
ま
だ
使
え
る

ま
た
使
え
る
―　

　
粗
大
ご
み
と
し
て
収
集
し
た
家
具
な
ど

を
、
清
掃
事
務
所
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
で

修
理
し
ま
し
た
。
会
場
で
入
札
を
受
け
付

け
、
最
も
高
い
額
で
落
札
さ
れ
た
人
へ
終

了
後
に
お
分
け
し
ま
す
。

●
問
合
先　
岩
倉
市
環
境
フ
ェ
ア
２
０

１
３
実
行
委
員
会
事
務
局
（
環
境
保
全
課

内
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）
ま
で
。

い
～
わ
く
ん
の

お
友
だ
ち
フ
ェ
ス
タ
!!

　
い
～
わ
く
ん
と
お
友
だ
ち
が
た
く
さ

ん
集
ま
っ
て
、
い
～
わ
く
ん
の
お
友
だ

ち
フ
ェ
ス
タ
!!　
を
開
催
し
ま
す
。

　
司
会
に
は
、
元
や
な
な
の
秘
書
を
務

め
た
「
き
ゃ
ら
ガ
～
ル
・
ゆ
っ
こ
」
を

迎
え
て
、
江
南
市
の
藤
花
ち
ゃ
ん
、
愛

西
市
の
あ
い
さ
い
さ
ん
を
始
め
、
県

内
・
県
外
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
大
集
合
！　
ぜ
ひ
、
ご
来
場

い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
キ
ャ
ラ
と
お

友
だ
ち
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

●
と
き　
11
月
９
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午　

●
と
こ
ろ　
多
目
的
ホ
ー
ル
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第
30
回
岩
倉
市
健
康
フ
ェ
ア

多
目
的
ホ
ー
ル

講
演
会

●
演
題
「
歩
く
技
術
」
～
エ
ベ
レ
ス
ト
へ

続
く
歩
く
健
康
法
～

●
講
師　
三み

浦う
ら　
雄ゆ

う
一い

ち
郎ろ

う　
さ
ん
（
プ
ロ

ス
キ
ー
ヤ
ー
）

●
と
き　
９
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時
30
分

（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

●
参
加
方
法　
参
加
者
の
応
募
は
す
で
に

終
了
し
て
い
ま
す
（
広
報
10
月
１
日
号
参

照
）。
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
返
信
さ
れ
た

参
加
券
（
当
選
さ
れ
た
人
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
者
、
要
約
筆
記
者
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

ア
リ
ー
ナ
会
場

健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

　
血
液
サ
ラ
サ
ラ
度
測
定
、
体
組
成
測
定

（
体
脂
肪
率
・
筋
肉
量
・
内
臓
脂
肪
レ
ベ

ル
）
で
体
の
状
態
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
健
康
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

を
行
い
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

薬
剤
師
会
コ
ー
ナ
ー

　
健
康
茶
の
試
飲
、
薬
剤
師
に
よ
る
薬
の

相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
尾
北
断
酒
会
に
よ
る
ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ

チ
テ
ス
ト
・
酒
害
相
談
を
行
い
ま
す
。

歯
周
病
予
防
コ
ー
ナ
ー

　
江
南
保
健
所
に
よ
る
歯
周
病
に
つ
い
て

の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
・
相
談
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

食
生
活
改
善
コ
ー
ナ
ー

　
「
健
康
づ
く
り
は
我
が
家
の
食
卓
か
ら
」

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
展
示
や
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
食
生
活
改
善
推
進
員
が
行
い
ま

す
。
ご
家
庭
の
味
付
け
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す（
塩
分
濃
度
測
定
）。ご
希
望
の
か
た
は
、

味
噌
汁
（
約
50
㍉
㍑
）
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

柔
道
場

フ
ッ
化
物
塗
布
・
歯
科
健
診

　
小
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
フ
ッ

化
物
塗
布
、
歯
科
健
診
を
無
料
で
行
い
ま

す
。

●
と
き　
10
日
㈰
受
付
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

８
０
２
０
歯
の
健
康
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　

80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
20
本
以
上

残
っ
て
い
る
健
康
な
人
を
表
彰
し
ま
す
。

●
と
き　
10
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
２
時

20
分

健
康
相
談
室
（
柔
剣
道
場
前
）

歯
科
相
談

　
歯
科
相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も
相
談
で
き

ま
す
。

●
と
き　
10
日
㈰
受
付
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

剣
道
場

歯
の
健
康
コ
ー
ナ
ー

　
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
で

歯
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
す
。

　

歯
の
健
康
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま

し
ょ
う
。

●
と
き　
10
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分

●
問
合
先　
岩
倉
市
健
康
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
事
務
局
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
３
７

‐
３
５
１
１
）
ま
で
。
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商
工
市
民
ま
つ
り

一
豊
行
列
合
同
パ
レ
ー
ド　

　
岩
倉
で
生
ま
れ
た
戦
国
時
代
の
武
将
山

内
一
豊
が
妻
千
代
や
織
田
伊
勢
守
と
と
も

に
配
下
の
武
士
を
従
え
て
行
列
を
行
い
ま

す
。
昨
年
か
ら
、
侍
大
将
・
腰
元
役
を
市

民
公
募
し
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
に
は
、
幼

稚
園
児
鼓
笛
隊
、
子
ど
も
み
こ
し
、
岩
倉

総
合
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
も
参
加
し
ま

す
。

●
と
き　
10
日
㈰
午
後
１
時
ご
ろ
会
場
到

着
（
パ
レ
ー
ド
は
神
明
生
田
神
社
、
商
工

会
館
を
正
午
に
出
発
）

●
一
豊
行
列
配
役　

山
内
一
豊
役　
原　
弘
さ
ん　
岩
倉
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

織
田
伊
勢
守
役　
丹
羽
幸
一
さ
ん　
岩
倉

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

千
代
役　
片
岡
由
美
子
さ
ん　
岩
倉
市
商

工
会
女
性
部

　
侍
大
将
役

大
島　
愛
彦
さ
ん

小
林　
匠
さ
ん

清
国　
大
介
さ
ん

腰
元
役

仏
臺
る
り
子
さ
ん

バ
ザ
ー
ル
会
場

幼
稚
園
児
鼓
笛
隊
演
奏　

　
遊
花
幼
稚
園
と
遊
花
北
幼
稚
園
の
園
児

が
商
工
会
館
か
ら
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
会

場
で
演
奏
し
ま
す
。

●
と
き　
10
日
㈰
午
後
１
時
～
（
パ
レ
ー

ド
終
了
後
）

太
鼓
演
奏

　
勇
壮
な
和
太
鼓
の
演
奏
を
行
い
ま
す
。

あ
す
な
ろ
太
鼓
と
輝
星

●
と
き　
９
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

岩
倉
太
鼓
友
の
会

●
と
き　
10
日
㈰
午
後
２
時
30
分
～
　
　

模
擬
店
コ
ー
ナ
ー

　
飲
食
環
衛
組
合

や
商
工
会
女
性
部

の
皆
さ
ん
が
山
菜

そ
ば
、
焼
き
そ
ば
、

五
目
ご
は
ん
な
ど

の
販
売
を
行
い
ま

す
。

企
業
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
郵
便
局
な
ど
に
よ
る
展
示
と
販
売
を
行

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
心
身
の
発
展
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
体
力
の
向
上
や
健
康

増
進
を
図
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。

　「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
」
で
は
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
ま
で
気
軽
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
コ
ー
ナ
ー
や
模
擬
店

を
用
意
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
家
族
と
の
ふ
れ

あ
い
や
体
力
づ
く
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
。

ア
リ
ー
ナ
会
場

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

今
年
も
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
紹
介
し
ま

す
。
誰
も
が
い
っ
し
ょ
に
楽
し
め
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
の
ひ
と
つ
で
す
。

バ
ザ
ー
ル
会
場

模
擬
店
コ
ー
ナ
ー

　
ジ
ュ
ー
ス
、
コ
ー
ヒ
ー
、
ビ
ー
ル
、
串

カ
ツ
、
焼
き
そ
ば
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。



平成25年11月1日27

第
32
回
岩
倉
市
農
業
フ
ェ
ア
み
ん
な
の
消
費
生
活
フ
ェ
ア

　
農
業
フ
ェ
ア
で
は
、
市
内
の
農
家
の
皆

さ
ん
が
作
っ
た
野
菜
等
の
品
評
会
と
出
品

物
の
即
売
会
を
行
い
ま
す
。

　
岩
倉
市
で
は
、
市
域
の
約
３
分
の
１
が

農
地
で
、
た
く
さ
ん
の
農
作
物
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
品
評
会
に
は
、
丹
精
込
め

て
作
ら
れ
た
農
産
物
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
バ
ザ
ー
ル
会
場
で
は
、
新
鮮
で

安
い
農
産
物
の
即
売
、
五
平
餅
、
野
菜
の

苗
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

ア
リ
ー
ナ
会
場

農
業
総
合
品
評
会

　　
市
内
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
な
ど
農
産
物

の
品
評
会
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
品
評
会

出
品
物
の
即
売
は
、
10
日
㈰
午
後
２
時
30

分
か
ら
行
い
ま
す
。

※
10
日
㈰
午
後
２
時
か
ら
ア
リ
ー
ナ
会
場

入
口
付
近
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

農
産
物
無
料
配
布

　
９
日
㈯
午
前
10
時
30
分
ご
ろ
ち
っ
チ
ャ

イ
菜
、
午
後
２
時
ご
ろ
ミ
ツ
バ
、
10
日
㈰

午
前
10
時
30
分
ご
ろ
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

午
後
１
時
ご
ろ
ト
マ
ト
の
無
料
配
布
を
行

い
ま
す
。

バ
ザ
ー
ル
会
場

農
産
物
即
売
会

　
ち
っ
チ
ャ
イ
菜
や
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど

の
新
鮮
な
野
菜
、
果
物
な
ど
の
即
売
会
や

農
協
女
性
部
に
よ
る
五
平
餅
・
赤
飯
な
ど

の
販
売
、
農
業
体
験
塾
の
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
焼

芋
の
販
売
を
行
い
ま
す（
農
業
体
験
塾
は
、

９
日
㈯
の
み
）。

　
ま
た
、
市
内
で
化
学
肥
料
お
よ
び
農
薬

を
半
分
以
下
に
抑
え
て
生
産
さ
れ
た
特
別

栽
培
米
「
あ
い
ち
の
か
お
り
」
を
輪
投
げ

の
賞
品
と
し
て
配
布
し
ま
す
。

　
な
お
、
輪
投
げ
は
両
日
と
も
に
午
前
11

時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

　
『
学
ぼ
う
！！　

豊
か
な
心
で
エ
コ
ラ
イ

フ
』
を
テ
ー
マ
と
し
、
市
内
の
消
費
者
団

体
が
日
ご
ろ
の
研
究
成
果
を
展
示
発
表
し

ま
す
。

　
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
講
座
、
研
究
成
果

の
配
布
も
行
う
予
定
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
配
布
物
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

身
近
に
お
こ
る
ト
ラ
ブ
ル
解
決

　
　
　
　
　
　
岩
倉
団
地
自
治
会
生
活
部

　
近
年
、
新
し
い
手
口
の
振
込
め
詐
欺
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
色
々
考
え
て

い
ま
す
が
、被
害
に
あ
う
人
は
多
い
で
す
。

実
際
に
役
立
つ
よ
う
、
知
識
を
身
に
着
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
冊
子
等
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
消
費
生

活
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
人
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

“
ぼ
か
し
”
で
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
倉
市
婦
人
会

　
生
ご
み
の
減
量
に
積
極
的
に
取
組
も
う

と
、
Ｅ
Ｍ
・
糖
蜜
・
米
ぬ
か
・
も
み
殻
等

で
作
ら
れ
た
『
ぼ
か
し
』
を
利
用
し
、
家

庭
か
ら
で
る
生
ご
み
を
減
ら
す
活
動
を
計

画
し
ま
し
た
。
作
っ
た
『
ぼ
か
し
』
を
肥

料
と
し
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
花
を
育
て
て
い

ま
す
。

ア
ロ
マ
で
癒
そ
う　
心
・
か
ら
だ
・
住
ま
い

　
　
　
　
　
岩
倉
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

　
毎
日
の
生
活
に
ア
ロ
マ
を
取
入
れ
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
香
り
は

人
を
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
住
ま
い
も

ス
ッ
キ
リ
。
ア
ロ
マ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

で
あ
る
稲
葉
さ
ん
の
講
座
も
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
稲
葉
さ
ん
の
講
座
は
９
日
㈯
に
限
り
ま

す（
午
前
10
時
45
分
〜
。
午
後
２
時
15
分

〜
各
15
分
）。

　
忙
し
い
生
活
に
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
…
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福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

そ
の
他
の
催
し

ア
リ
ー
ナ
会
場

○
福
祉
コ
ー
ナ
ー

『
広
げ
よ
う
愛　

つ
な
が
る
福
祉
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
』

　
市
内
で
活
躍
中
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

★
９
日
㈯
…
音
訳
体
験
コ
ー
ナ
ー
･
点

字
体
験
コ
ー
ナ
ー
･
要
約
筆
記
体
験

コ
ー
ナ
ー
・
自
助
具
紹
介
コ
ー
ナ
ー
･

認
知
症
ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
コ
ー
ナ
ー

★
10
日
㈰ 

…
高
齢
者
擬
似
体
験
コ
ー

ナ
ー
･
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ナ
ー
･
手
話
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
防
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
･
民
生
委
員
児

童
委
員
コ
ー
ナ
ー

○
赤
い
羽
根
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

　
市
内
小
中
学
生
の
力
作
を
展
示
し
、
９

日
㈯
に
会
場
で
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

●
表
彰
式　
午
前
11
時
～

○
社
会
福
祉
協
議
会
コ
ー
ナ
ー

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

バ
ザ
ー
ル
会
場

○
福
祉
の
店
コ
ー
ナ
ー

　
う
ど
ん
、た
ま
せ
ん
、サ
ツ
マ
ス
テ
ィ
ッ

ク
等
の
販
売

○
な
つ
か
し
の
味
コ
ー
ナ
ー

　
せ
ん
ば
焼
き
の
販
売
、
甘
酒
の
無
料
配

布○
み
の
り
の
里
コ
ー
ナ
ー

　
自
主
製
品
、
綿
菓
子
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

等
の
販
売

○
さ
く
ら
・
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー

　
自
主
製
品
、
お
で
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
等
の

販
売

献
血
・
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
コ
ー

ナ
ー

●
と
き　
10
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午
・
午

後
１
時
～
３
時
30
分
（
ド
ナ
ー
登
録
は
午

後
３
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
南

側 
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
の
先
生
の
指

導
の
も
と
、
９
月
の
定
期
演
奏
会
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
精

一
杯
演
奏
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
１１
月
10
日
㈰
午
後
１
時
15
分
～

１
時
45
分

●
と
こ
ろ　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

●
出
演　
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ●
曲
目　
ジ
ブ
リ
メ
ド
レ
―
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
メ
ド
レ
ー
、
剣
の
舞

球
根
の
無
料
配
布
と
花
苗
の
販
売

　
ふ
れ
あ
い
花
の
会
で
は
、
市
と
協
働
で

花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
全
市
的
に

進
め
、
花
を
通
し
て
の
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

球
根
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
）
の
無
料
配
布　

●
と
き　
11
月
９
日
㈯
午
前
11
時
～

●
と
こ
ろ　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
南

側
道
路
（
先
着
２
０
０
人
）

花
苗
の
販
売　

　
両
日
と
も
第
４
駐
車
場
で
販
売
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いわくら市民ふれ愛まつりにシャトルバス
および市内巡回バスを運行します
　まつり会場には、駐車場はありません。また、駐輪場も台数に限りが
あります。
　今年も岩倉市役所東玄関前から会場までの無料シャトルバスと石仏町

（A コース）・岩倉団地（B コース）・北島町（C コース）方面の３ルー
トで市内巡回バスを運行しますので、ご利用ください。
　なお、路上駐車等は近隣の人の迷惑となりますので、絶対にしないで
ください。

Ａ
コ
ー
ス

会場　発 9:00 9:40 10:10 10:40 11:18 11:50 12:20 13:15 14:00 14:30 15:00 15:40 16:10
石仏駅 9:05 9:45 10:15 10:45 11:23 11:55 12:25 13:20 14:05 14:35 15:05 15:45 16:15
八剱町

井上接骨院前 9:11 9:51 10:21 10:51 11:29 12:01 12:31 13:26 14:11 14:41 15:11 15:51 16:21

五条川
小学校西 9:13 9:53 10:23 10:53 11:31 12:03 12:33 13:28 14:13 14:43 15:13 15:53 16:23

平安会館西 9:16 9:56 10:26 10:56 11:34 12:06 12:36 13:31 14:16 14:46 15:16 15:56 16:26
会場　着 9:20 10:00 10:30 11:00 11:38 12:10 12:40 13:35 14:20 14:50 15:20 16:00 16:30

Ｂ
コ
ー
ス

会場　発 9:00 9:30 10:10 10:40 11:10 11:46 12:20 13:20 13:43 14:30 15:00 15:30 16:10
山田歯科前 9:06 9:36 10:16 10:46 11:16 11:52 12:26 13:26 13:49 14:36 15:06 15:36 16:16
岩倉団地
４２棟西 9:09 9:39 10:19 10:49 11:19 11:55 12:29 13:29 13:52 14:39 15:09 15:39 16:19

岩倉団地
２３棟西 9:11 9:41 10:21 10:51 11:21 11:57 12:31 13:31 13:54 14:41 15:11 15:41 16:21

ﾛｰｿﾝﾌﾟﾗｽ岩倉
大市場店南 9:13 9:43 10:23 10:53 11:23 11:59 12:33 13:33 13:56 14:43 15:13 15:43 16:23

ライオン
薬局前 9:17 9:47 10:27 10:57 11:27 12:03 12:37 13:37 14:00 14:47 15:17 15:47 16:27

会場　着 9:22 9:52 10:32 11:02 11:32 12:08 12:42 13:42 14:05 14:52 15:22 15:52 16:32

Ｃ
コ
ー
ス

会場　発 9:00 9:30 10:00 10:40 11:10 11:40 12:16 13:20 13:50 14:15 15:00 15:30 16:00
大野レディス
クリニック前 9:06 9:36 10:06 10:46 11:16 11:46 12:22 13:26 13:56 14:21 15:06 15:36 16:06

国衙公園北 9:09 9:39 10:09 10:49 11:19 11:49 12:25 13:29 13:59 14:24 15:09 15:39 16:09
川井ミニストップ

向かい 9:12 9:42 10:12 10:52 11:22 11:52 12:28 13:32 14:02 14:27 15:12 15:42 16:12

野寄セブン
イレブン向かい 9:14 9:44 10:14 10:54 11:24 11:54 12:30 13:34 14:04 14:29 15:14 15:44 16:14

北島
サークル K 前 9:18 9:48 10:18 10:58 11:28 11:58 12:34 13:38 14:08 14:33 15:18 15:48 16:18

史跡公園前 9:23 9:53 10:23 11:03 11:33 12:03 12:39 13:43 14:13 14:38 15:23 15:53 16:23
会場　着 9:28 9:58 10:28 11:08 11:38 12:08 12:44 13:48 14:18 14:43 15:28 15:58 16:28

市
役
所
コ
ー
ス

市
役
所
発

8:30 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00 12:30 13:00 13:30 14:00 14:30 15:00 15:30 15:55 15:55

９日のみ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９日
最終

10 日
最終

会
場
発

8:45 9:15 9:45 10:15 10:45 11:15 12:45 12:15 12:45 13:15 13:45 14:15 14:45 15:15 15:45 16:30 16:10

９日のみ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９日
最終

10 日
最終
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暮らしのガイド

広告 広告

催し
●「
精
神
障
が
い
者
を
支

え
る
地
域
づ
く
り
」
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
平
成
25
年
度
し
ら
ゆ
り
大
会

で
次
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き　
11
月
７
日
㈭
午
後
２

時
30
分
～
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
江
南
市
民
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
（
江
南
市
北
野
町

川
石
25
番
地
１
）

▼
内
容　
「
精
神
障
が
い
者
を

支
え
る
地
域
づ
く
り
」
～
先
進

地
域
の
実
践
に
学
ぶ
～

▼
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　
三み

つ
い
し石
麻ま

友ゆ

美み

さ
ん
（
公
益
社
団
法
人
や
ど

か
り
の
里　
さ
い
た
ま
市
見
沼

区
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

や
ど
か
り
代
表
）、
高た

か
や
ま山
京き

ょ
う

子こ

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
び
す
た
～

り
事
務
局
長
）

▼
主
催　
社
会
福
祉
法
人
尾
北

し
ら
ゆ
り
福
祉
会
、
尾
北
精
神

障
害
者
家
族
会
し
ら
ゆ
り
会
、

し
ら
ゆ
り
後
援
会

▼
後
援　
江
南
保
健
所

▼
参
加
費　
無
料　
※
事
前
申

込
み
不
要

▼
そ
の
他　
当
日
午
後
１
時
30

分
か
ら
「
し
ら
ゆ
り
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先　
し
ら
ゆ
り
・
ワ
ー

ク
（
☎
５
６
‐
８
０
３
１
）

●
希
望
の
家
「
わ
く
わ
く

体
験
教
室
」
た
き
火
で

ア
ウ
ト
ド
ア
・
ク
ッ
キ

ン
グ

　
ま
き
の
火
や
炭
火
で
、
魚
や

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
お
気
に

入
り
の
具
材
を
持
ち
寄
っ
て
、

自
分
の
工
夫
で
ア
ウ
ト
ド
ア
・

ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
燻く

ん

製せ
い

に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
予
定
で
す
。

▼
と
き　
11
月
10
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
３
時

▼
定
員　
20
人

▼
対
象　
小
学
生

▼
参
加
費　
５
０
０
円

▼
持
ち
物　
焼
き
た
い
食
材
を

１
種
類
、
弁
当
（
お
腹
の
負
担

に
な
ら
な
い
程
度
）、
水
筒
、

軍
手
、
タ
オ
ル　

▼
申
込
・
問
合
先　
希
望
の
家

（
☎
３
７
‐
４
１
９
１
）

●
史
跡
公
園
月
釜

　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
ご

家
族
で
お
茶
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
次
の
と
お
り
お

茶
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
普
段
着
で
気
軽
に
楽
し
め
る

お
茶
会
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
11
月
17
日
㈰
午
前
10

時
～
正
午
（
雨
天
決
行
）

▼
と
こ
ろ　
史
跡
公
園
鳥
居
建

民
家
（
大
地
町
野
合
51
☎
３
８

‐
６
１
０
１
）

▼
茶
券　
１
席
３
０
０
円
（
お

抹
茶
と
お
菓
子
）

▼
席
主　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟

社
本
社
中

▼
問
合
先　
岩
倉
市
文
化
協
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
☎

３
８
‐
５
８
１
９
）

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

で
は
、
第
76
回
市
民
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　
11
月
17
日
㈰
午
前
10

時
～
（
雨
天
予
備
日
11
月
24
日

㈰
）

▼
と
こ
ろ　
野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
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広告 広告

ト▼
種
目　
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス

▼
参
加
資
格　
市
内
に
在
住
・

在
勤
ま
た
は
、
在
学
の
人
（
高

校
生
以
上
対
象
）

▼
参
加
費　
１
人
５
０
０
円

▼
申
込
方
法　

当
日
、
午
前

９
時
に
会
場
で
受
け
付
け
ま

す
。

▼
問
合
先　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
協
会　
小
池
（
☎
３
７
‐

１
８
７
８
）
ま
で
。

●
み
ど
り
の
家
の
ミ
ニ
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
今
月
は
、
結
成
16
年
目
を
迎

え
る「
オ
カ
リ
ナ
い
ぶ
き
の
会
」

の
出
演
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
♪　
オ
カ
リ
ナ

の
音
色
に
の
せ
て
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。
入
場
無
料
。

▼
と
き　
11
月
24
日
㈰
午
後
２

時
～

▼
と
こ
ろ　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル　
　

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

▼
出
演　
オ
カ
リ
ナ
い
ぶ
き
の
会

▼
曲
目　
花
は
咲
く
、
ま
た
君

に
恋
し
て
る　
他

▼
問
合
先　

地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
‐

６
７
０
０
）

●
認
知
症
講
演
会

　
高
齢
者
地
域
見
守
り
事
業
の

一
環
と
し
て
、
認
知
症
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
へ
の
作
業
療

法
、
回
想
法
の
研
究
・
実
践
を

通
し
、
認
知
症
や
回
想
法
関
連

の
研
修
講
師
や
家
族
支
援
等
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
来き

島じ
ま

修し
ゅ
う

志じ

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、

回
想
法
や
回
想
法
を
用
い
た
認

知
症
予
防
に
つ
い
て
、
お
話
を

い
た
だ
き
ま
す
（
な
お
、
申
込

み
は
不
要
で
す
）。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
11
月
24
日
㈰
午
前
10

時
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
岩
倉
小
規
模
多
機

能
ホ
ー
ム
・
ち
あ
き
（
中
本
町

中
市
場
２
‐
１
）

▼
テ
ー
マ　
『
認
知
症
の
予
防

と
回
想
法
』

▼
講
師　
来
島
修
志
さ
ん
（
日

本
福
祉
大
学
健
康
科
学
部
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
助
教

授
）

▼
参
加
費　
無
料

▼
問
合
先　
介
護
福
祉
課
高
齢

福
祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐

５
８
０
９
）

市民スペース情報
●生涯学習センターギャラリー

【水彩画の会　水彩画の会・彩光会　合同作品展】

▼とき　１１月４日（月・振休）午前１０時～１０日（日）午後４時

▼問合先　安江（☎０９０－１７８０－１９７２）
【高桑服装専門学校　作品展】

▼とき　１１月２０日（水）午前９時～２４日（日）午後３時

▼問合先　高桑（☎３７－０３７７）
【江楓書画院　書画展】

▼とき　１１月２６日（火）午前９時～１２月１日（日）午後４時

▼問合先　吉田（☎６６－３４８４）
●市役所庁舎市民ギャラリー

【ＭＯＡ美術館児童作品展】

▼とき　１０月２８日（月）午前１０時～１１月２日（土）正午

▼問合先　安江（☎６６－４４４８）
【第 40 回美術展入賞作品展】

▼とき　１１月５日（火）午前８時３０分～１７日（日）午後７時

▼問合先　生涯学習課生涯学習グループ（☎３８－５８１９）
【秋季全国火災予防運動協賛防火作品】

▼とき　１１月９日（土）午前８時３０分～１５日（金）午後５時１５分

▼問合先　岩倉市消防本部（☎３７－５３３３）
【人権を理解する作品コンクール】

▼とき　１１月２９日（金）午後４時～１２月８日（日）午後４時

▼問合先　市民窓口課市民窓口グループ（☎３８－５８０７）
●市民スペースに関する問合先　生涯学習課生涯学習グループ（☎３８

－５８１９）
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時
間
１
千
１
１
０
円
、
４
･

５
時
間
…
１
時
間
１
千
50
円

▼
応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を

有
す
る
人

▼
申
込
･
問
合
先　
児
童
家
庭

課
児
童
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐

５
８
１
０
）

●
市
民
選
手
権
卓
球
大
会

参
加
者

　
岩
倉
市
卓
球
協
会
で
は
、
市

民
選
手
権
卓
球
大
会
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　
12
月
８
日
㈰
午
前
９

時
～

▼
と
こ
ろ　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

▼
種
目　
男
女
別
個
人
戦

▼
試
合
方
法　
予
選
リ
ー
グ　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
行
い

ま
す
。

▼
参
加
資
格　
市
内
に
在
住
・

在
勤
の
小
学
生
以
上

▼
参
加
費　

小
・
中
学
生

２
０
０
円
、
高
校
生・大
学
生・

一
般
３
０
０
円

▼
申
込
期
限　
11
月
19
日
㈫

▼
申
込
先　
卓
球
協
会
事
務
局

稲
垣
（
☎
３
７
‐
８
１
９
３
）

ま
た
は
、体
育
協
会
事
務
局（
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

内
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）。

▼
問
合
先　
卓
球
協
会
事
務
局

稲
垣
（
☎
３
７
‐
８
１
９
３
）

●
愛
知
県
立
高
等
技
術
専

門
校
の
平
成
26
年
度
普

通
課
程
訓
練
生

　

県
立
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
実
践
的
な
技
能
者
と
な
る

た
め
、
職
業
に
必
要
な
技
術
や

知
識
を
学
び
ま
す
。

▼
募
集
科
、
募
集
定
員
、
募
集

期
間
、
応
募
資
格
等　
左
表
の

と
お
り

▼
選
考
方
法　
入
校
を
希
望
す

る
高
等
技
術
専
門
校
で
、
筆
記

試
験
お
よ
び
面
接
を
実
施
。

▼
入
校
日　
平
成
26
年
４
月
８

日
㈫

▼
申
込
方
法　
入
校
願
書
を
、

入
校
を
希
望
す
る
高
等
技
術
専

門
校
へ
直
接
、
ま
た
は
居
住
地

を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所

を
経
由
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
先　
愛
知
県
労
政
担
当

局
就
業
促
進
課
産
業
人
材
育

成
室
公
共
訓
練
グ
ル
ー
プ
和

田
（
☎
０
５
２
‐
９
５
４
‐

６
３
６
４
）

募集●
保
育
園
の
パ
ー
ト
保
育

　
士

　
市
で
は
、
保
育
園
の
パ
ー
ト

保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
好
き
で
、
保
育
士
資

格
を
お
持
ち
の
人
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
数　
パ
ー
ト
保
育
士

…
若
干
名

▼
勤
務
内
容　
保
育
業
務　
７

･
５
時
間
勤
務
（
午
前
７
時

30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
の
間

で
時
差
勤
務
有
り
）、
４
･
５

時
間
勤
務
（
平
日
午
後
７
時
ま

で
勤
務
で
き
る
人
）

▼
賃
金　

７
･
５
時
間
…
１

経費（金額は、一部変更になることがあります）
①入校検定料…4,400 円　②入校料…5,650 円　③授業料…年額 60,000 円

募集科、募集定員、募集期間等
高等技術専門校名 訓練科 訓練期間 募集定員

名古屋高等技術専門校 
〒 462− 0023 
名古屋市北区安井 2-4-48 
☎０５２－９１７－６７１１

建築総合科 
総合コース ２年 ３０人
モノづくり総合科 
機械加工コース １年 ３０人
モノづくり総合科 
電気電子制御コース １年 ３０人

岡崎高等技術専門校 
〒 444− 0802 
岡崎市美合町字平端 24 
☎０５６４－５１－０７７５

モノづくり総合科 
マルチスキルコース ２年 ２０人

東三河高等技術専門校 
〒 441− 1231 
豊川市一宮町上新切 33-4 
☎０５３３－９３－２０１８

建築総合科 
木造建築コース 
施工管理コース

２年 ２０人

合計 ４科６コース 130人
訓練科 募集期間 応募資格
名古屋高等技術専門校 
建築総合科 
モノづくり総合科
岡崎高等技術専門校 
モノづくり総合科

平成２６年１月６日
（月）から 
２月３日（月）まで

高等学校卒業程度の学力
を有する３０歳以下の人
が対象（平成２６年３月
卒業見込みを含む）

東三河高等技術専門校 
建築総合科

１１月１２日（火）
から 
平成２６年１月９日
（木）まで

中学校・高等学校卒業程
度の学力を有する３０歳
以下の人が対象（平成
２６年３月卒業見込みを
含む）
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講座
教室

●
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を

活
用
し
た
普
通
救
命
講

習
　
消
防
署
で
は
11
月
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る「
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
を
活
用
し
た
普
通
救

命
講
習
会
を
開
始
し
ま
す
。　

　
今
ま
で
の
普
通
救
命
講
習
で

は
、
３
時
間
も
時
間
が
か
か
る

こ
と
と
な
り
、
受
講
者
に
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に

よ
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
従
来
の
３
時
間
の
講
習

時
間
を
２
時
間
に
短
縮
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　
受
講
を
希
望
し
て
い
た
が
３

時
間
の
講
習
は
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
市
民
の
皆
さ

ん
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を

受
講
し
、
よ
り
多
く
の
人
が
普

通
救
命
講
習
を
受
講
し
、
生
存

率
、
社
会
復
帰
率
の
向
上
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
受
講
方

法　
岩
倉
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス
裏
表
紙
参
照
）
の

消
防
署
か
ら
救
急
「
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
」
を
選
択
し
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。
受
講
終
了
後
証
明
書

が
発
行
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の

人
を
含
む
10
人
以
上
30
人
以
内

の
受
講
者
が
見
込
ま
れ
る
団
体

▼
申
込
方
法　
希
望
す
る
日
時

と
会
場
を
、
電
話
で
消
防
署
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
予
定
を

確
認
し
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
会
場
の
都
合
が
つ
か
な
い

場
合
は
消
防
署
を
会
場
と
し
て

貸
し
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
そ
の
後
、
受
講
者
は
各
自
で

「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
受
講
し
て

い
た
だ
き
普
通
救
命
講
習
当
日

に
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
受
講
証

明
書
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込・問
合
先　
消
防
署（
☎

３
７
‐
５
３
３
３
）

●
法
務
局
の
市
民
講
座

　
名
古
屋
法
務
局
一
宮
支
局
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な

法
律
問
題
と
法
務
局
の
事
務
内

容
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き　
11
月
20
日
㈬
午
前
10

時
～
11
時
30
分
、
午
後
２
時
～

３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
一
宮
法
務
合
同
庁

舎
１
階
（
一
宮
市
公
園
通
り
４

‐
17
‐
３
）

▼
内
容　
相
続
に
つ
い
て
（
相

続
登
記
も
含
む
）

▼
定
員　
午
前
、
午
後
と
も
20

人
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料　
無
料

▼
申
込
期
限　
11
月
15
日
㈮

▼
申
込・問
合
先　
名
古
屋
法

務
局
一
宮
支
局
総
務
課
（
☎
０

５
８
６
‐
７
１
‐
０
６
０
０
）

●
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
～
地

域
へ
の
架
け
橋
に
～

　
こ
こ
ろ
の
病
は
誰
に
で
も
起

こ
り
う
る
こ
と
で
す
。

　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
考

え
、「
こ
こ
ろ
病
む
人
」
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
自
立
と
社

会
参
加
を
支
援
す
る
精
神
保
健

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容　
下
表
の
と
お

り▼
と
こ
ろ　

犬
山
市
福
祉
会

館　

４
０
１
、４
０
２
会
議

室
（
犬
山
市
犬
山
北
古
券

２
☎
０
５
６
８
‐
６
１
‐

４
６
１
１
）

※
12
月
９
日
の
み
、
桜
桂
会

障
害
福
祉
施
設
（
犬
山
市
大

字
塔
野
地
字
大
畔
２
１
６
☎

０
５
６
８
‐
６
３
‐
０
２
２
１
）

▼
対
象
者　
こ
こ
ろ
の
健
康
や

こ
こ
ろ
病
む
人
の
問
題
に
関
心

が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
心
の
あ
る
人
30
人
（
先
着

順
）

▼
受
講
料　
無
料

▼
申
込
期
間　
11
月
１
日
㈮
～

 

20
日
㈬ 

▼
申
込
・
問
合
先　
江
南
保
健

所
健
康
支
援
課
こ
こ
ろ
の
健
康

推
進
グ
ル
ー
プ
（
☎
５
６
‐

２
１
５
７
）

と　き 内　容 講　師
１１月２６日（火）
午後２時～４時 精神疾患とは 愛知県精神保健福祉センター

精神科医　藤
ふ じ し ろ

城　聡
そ う

さん

１２月４日（水）
午後２時～４時

精神障害をもった方の
特性や対応について

犬山市福祉課相談支援専門員（精神保健
福祉士 /社会福祉士）
中
な か し ま

島　佳
か よ

代さん　

１２月９日（月）
午後２時～４時

地域で生活を支える
とは

地域活動支援センター「希楽里」
施設長　渡

わ た な べ

辺　久
ひ さ

佳
か

さん

施設見学 医療法人桜桂会　犬山病院
桜桂会　障害福祉施設

１２月１９日（木）
午後２時～４時

ボランティアとは
犬山市社会福祉協議会　
ボランティアコーディネーター
浅
あ さ

岡
お か

　恵
え み こ

美子さん
ボランティアグループ
「さくらんぼ」の紹介

ボランティアグループ
「さくらんぼ」　代表者

グループミーティング
犬山市社会福祉協議会
ボランティアコーディネーター
浅岡　恵美子さん
江南保健所職員
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●
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　
江
南
保
健
所
で
は
、「
ひ
き

こ
も
り
に
悩
ん
で
い
る
ご
家

族
」
を
対
象
に
ひ
き
こ
も
り
家

族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。「
ひ

き
こ
も
り
」
と
は
、
長
期
に
わ

た
っ
て
社
会
参
加
を
し
て
お
ら

ず
、
自
宅
に
ひ
き
こ
も
っ
て
い

る
状
態
を
表
す
言
葉
で
す
。
家

族
教
室
は
、
ひ
き
こ
も
り
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
悩
み
や

不
安
を
一
緒
に
話
し
合
う
場
で

す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き・内
容　
左
表
の
と
お
り

▼
と
こ
ろ　
江
南
保
健
所
３
階

大
会
議
室
（
江
南
市
布
袋
下
山

町
西
80
）

▼
対
象
者　
ひ
き
こ
も
り
に
悩

ん
で
い
る
ご
家
族
30
人
（
２
回

と
も
参
加
可
能
な
人
を
優
先
し

ま
す
）

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
期
間　
11
月
１
日
㈮
～

22
日
㈮ 

▼
申
込
・
問
合
先　
江
南
保
健

所
健
康
支
援
課
こ
こ
ろ
の
健
康

推
進
グ
ル
ー
プ
（
☎
５
６
‐

２
１
５
７
）

●
労
働
講
座

　

中
小
企
業
の
労
使
を
対
象

に
、
健
全
な
労
使
関
係
の
確
立

に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深

め
る
た
め
、
労
働
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き　
11
月
12
日
㈫
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　
小
牧
市
役
所
本
庁

舎
６
階
６
０
１
会
議
室
（
小
牧

市
堀
の
内
三
丁
目
１
番
地
）

▼
講
座
内
容
・
講
師　

★
障
害
者
雇
用
の
現
状
と
対
応

・
講
師　
愛
知
県
労
働
局
職
業

安
定
部
職
業
対
策
課
職
員

★
改
正
労
働
契
約
法
の
ポ
イ
ン

ト
と
対
応

・
講
師　
今
西 

昭
一
さ
ん
（
今

西
経
営
労
務
管
理
事
務
所
特
定

社
会
保
険
労
務
士
）

★
個
別
労
働
関
係
紛
争
処
理
制

度
に
つ
い
て

・
講
師　
愛
知
県
労
働
委
員
会

事
務
局
職
員

▼
対
象
・
定
員　
中
小
企
業
の

労
使
関
係
者
等
、
事
業
主
、
人

事
労
務
担
当
者
、
労
働
組
合
、

勤
労
者
等
60
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料　
無
料

▼
申
込
締
切
日　
11
月
５
日
㈫

▼
申
込
・
問
合
先　
愛
知
県
尾

張
県
民
事
務
所　
産
業
労
働
課

　
労
政
グ
ル
ー
プ
（
〒
４
６
０

‐
８
５
１
２
名
古
屋
市
中
区

三
の
丸
二
丁
目
６
番
１
号

☎
０
５
２
‐
９
６
１
‐
８
３
４
６

０
５
２
‐
９
５
１
‐
５
６
８
０
、

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（ow

ari@
pref.aichi.lg.jp

）

　
※
受
講
証
は
発
行
し
な
い
た

め
、
特
に
通
知
の
な
い
限
り
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

健康●
フ
ッ
化
物
塗
布
・
歯
科

健
診
（
乳
幼
児
か
ら
小

学
校
３
年
生
）・
歯
の

健
康
相
談

　
歯
の
健
康
を
守
る
た
め
、
こ

の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　
11
月
10
日
㈰
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
柔
道
場

※
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
車
で

の
お
出
か
け
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▼
対
象　
フ
ッ
化
物
塗
布
と
歯

科
健
診
は
、
乳
幼
児
か
ら
小
学

３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
、
歯

の
健
康
相
談
は
ど
な
た
で
も
受

け
ら
れ
ま
す（
申
し
込
み
不
要
）。

▼
費
用　
無
料

▼
主
催　
尾
北
歯
科
医
師
会
岩

倉
支
部

▼
そ
の
他　
事
前
に
歯
み
が
き

を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
フ
ッ
化
物
塗
布
後
30
分
は

飲
食
が
で
き
ま
せ
ん
。
塗
布
前

に
水
分
補
給
が
で
き
る
よ
う
に

お
茶
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

健
康
課
指
導
グ

ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎

３
７
‐
３
５
１
１
）

●
よ
り
よ
い
食
生
活
教
室

～
血
圧
が
気
に
な
る
人

の
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
～

　
塩
分
の
過
剰
摂
取
は
高
血
圧

や
動
脈
硬
化
な
ど
を
引
き
起
こ

す
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
塩
分
を
と
り
す
ぎ
な
い
健
康

食
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん

回 と　き 内　容

１回

11月30日（土）
午後2時〜4時

午後4時〜5時

・「ひきこもりの理解と対応」
講師愛知教育大学大学院　教育実践
研究科准教授　
川
かわ

北
きた

　稔
みのる

　さん
・交流会（希望者のみ）

２回

12月14日（土）
午後2時〜4時

午後4時〜5時

・「居場所について考える」
講師日本福祉大学非常勤講師
ユースサポートそよ風副理事長　
松
まつ

井
い

　利
とし

幸
ゆき

さん
・「支援の実際～家族の思い」
講師「この指会」会員　　
・交流会（希望者のみ）　　　　　
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暮らしのガイド
か
。

▼
と
き　
11
月
19
日
㈫
午
前
９

時
30
分
～
午
後
零
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室

▼
内
容　
話
「
お
い
し
く
減
塩

す
る
た
め
の
工
夫
」・
調
理
実

習▼
対
象　
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
食
事
に
関
心
が
あ
る
人
（
男

女
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
講
師　
管
理
栄
養
士

▼
定
員　
24
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　
２
０
０
円
（
食
材

費
の
一
部
）

▼
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
筆
記

用
具

▼
申
込
方
法　
11
月
１
日
㈮
か

ら
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）。

▼
申
込
・
問
合
先　
健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）

●
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
予

防
接
種

　
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
実
施

す
る
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
予
防

接
種
は
平
成
25
年
11
月
１
日
か

ら
接
種
方
法
が
一
部
変
更
さ
れ

ま
す
。
内
容
を
よ
く
確
認
し
て

体
調
の
良
い
時
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

▼
対
象
者
・
接
種
方
法　
左
表

の
と
お
り

※
対
象
者
に
該
当
す
る
人
で
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
予
診
票

等
を
配
布
し
ま
す
（
母
子
健
康

手
帳
を
必
ず
持
参
）。

▼
問
合
先　

健
康
課
健
康
グ

ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎

３
７
‐
３
５
１
１
）

●
い
き
い
き
女
性
の
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
～
産
後
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
教
室
～

　
産
後
は
、
身
体
の
回
復
を
は

か
る
時
期
で
あ
る
と
と
も
に
、

育
児
と
い
う
新
し
い
仕
事
が
増

え
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も

負
担
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
マ
マ
自
身
の
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。楽
し
く
運
動
し
て
、

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。

▼
と
き　
11
月
27
日
㈬
午
前
10

時
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室

▼
内
容　
健
康
ミ
ニ
講
座
・
運

動
実
技
（
ス
ト
レ
ッ
チ
・
軽
い

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）

▼
講
師　
水み

ず
た
に谷
純じ

ゅ
ん

子こ

さ
ん
（
健

康
運
動
指
導
士
）

▼
対
象　
３
～
８
カ
月
児
の
母
親

▼
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

▼
持
ち
物　
室
内
用
の
靴
・
タ

オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法　
11
月
１
日
㈮
か

ら
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）。

▼
申
込
・
問
合
先　
健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）

●
膠こ

う

原げ
ん

系
難
病
患
者
家
族

教
室
の
ご
案
内

　
江
南
保
健
所
で
は
、
膠
原
系

難
病
の
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
を

対
象
に
膠
原
系
難
病
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
専

門
の
先
生
か
ら
医
療
や
生
活
に

つ
い
て
の
講
義
や
助
言
を
い
た

だ
い
た
り
、
同
じ
病
気
を
持
つ

患
者
家
族
同
士
で
情
報
交
換
を

し
た
り
し
ま
す
。
参
加
希
望
の

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
12
月
６
日
㈮
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
江
南
市
布
袋
ふ
れ

あ
い
会
館
（
江
南
市
布
袋
町
東

３
５
９
）

▼
内
容　
講
演
会
「
膠
原
系
難

病
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
～

基
礎
知
識
か
ら
最
新
ト
ピ
ッ
ク

ま
で
」

▼
講
師　

片か
た
や
ま山　

雅ま
さ

夫お

さ
ん

（
国
立
病
院
機
構
名
古
屋
医
療

セ
ン
タ
ー
膠
原
病
内
科
医
師
）

▼
申
込
期
限　
11
月
22
日
㈮

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
・
問
合
先　
江
南
保
健

所
健
康
支
援
課
地
域
保
健
グ

ル
ー
プ
難
病
担
当
（
☎
５
６
‐

２
１
５
７
）

対象者、接種方法　　※波線部が変更箇所
対象者 生後２カ月～５歳に至るまでの人

接種回数
※接種開始月齢に
よって回数が異な
ります。

（標準的な接種）生後２カ月～７カ月に至るまでの間で４回接種
初回接種：２７日以上の間隔で３回接種（２回目・３回目は１
歳までに必ず完了）
追加接種：初回接種３回目終了後６０日以上の間隔で１歳以降
に１回接種

生後７カ月～１歳に至るまでの間　３回接種
初回接種：２７日以上の間隔で２回接種
（２回目は１歳１カ月までに必ず完了）
追加接種：１歳以降に、初回接種２回目終了後、６０日以上の
間隔で１回接種
１歳～２歳に至るまでの間６０日以上の間隔で２回接種

２歳～５歳に至るまでの間 　１回接種
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◎子宮頸がん検診 ◎乳がん検診
年齢 生年月日 年齢 生年月日
20歳 平成4年4月2日～平成5年4月1日 40歳 昭和47年4月2日～昭和48年4月1日
25歳 昭和62年4月2日～昭和63年4月1日 45歳 昭和42年4月2日～昭和43年4月1日
30歳 昭和57年4月2日～昭和58年4月1日 50歳 昭和37年4月2日～昭和38年4月1日
35歳 昭和52年4月2日～昭和53年4月1日 55歳 昭和32年4月2日～昭和33年4月1日
40歳 昭和47年4月2日～昭和48年4月1日 60歳 昭和27年4月2日～昭和28年4月1日

　 とき 内　　　　　容 講　　　師　　　等 持　ち　物

1
11月 29日（金）
午前 10：00
～ 11：30

講演会
「脳科学からみるメタボ対策！」
～太る仕組み・やせる仕組み～

名城大学大学院総合学
術研究科教授　
加
か

藤
と う

　幸
ゆ き

久
ひ さ

さん
筆記用具

2
12月　4日（水）
午後 2：00
～ 3：30

①栄養の話
「メタボ予防食のポイント」
②歯の話
「意外に関係深い歯の話」

①市管理栄養士
②市歯科衛生士

3
12月 11日（水）
午後 2：00
～ 3：30

運動講習会
「楽しく身体を動かそう！」

健康運動指導士 
曽
そ

根
ね

　雅
まさ

枝
え

さん

運動のできる服装 
室内靴、水分汗拭
きタオル

別表　無料クーポン券送付対象者　（平成２５年４月２０日基準日）

●
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

無
料
検
診
は
お
済
み
で

す
か

　
「
が
ん
検
診
推
進
事
業
」
と

し
て
は
、特
定
の
年
齢
の
人（
下

表
の
と
お
り
）に
乳
が
ん
検
診
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
５
月
上
旬
に
発
送
し

て
い
ま
す
。
有
効
期
限
は
、
乳

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が

11
月
29
日
㈮
ま
で
、
子
宮
頸
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
11

月
30
日
㈯
ま
で
で
す
。
お
忘
れ

の
な
い
よ
う
期
限
ま
で
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
４
月
20
日
以
降
に

転
入
し
た
人
で
、
前
住
所
地
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用
し
て

い
な
い
人
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
紛
失
さ
れ
た
人
は
、

再
発
行
が
で
き
ま
す
の
で
、
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
先　

健
康
課
健
康
グ

ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎

３
７
‐
３
５
１
１
）

●
メ
タ
ボ
撃
退
セ
ミ
ナ
ー

　
最
近
、
お
腹
ま
わ
り
が
気
に

な
り
始
め
た
…
特
定
健
康
診
査

で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
あ
る
い
は
予
備
群
と
言
わ
れ

た
…
な
ど
、
体
格
や
検
査
結
果

が
気
に
な
り
始
め
た
時
が
変
わ

り
ど
き
！

　

ぜ
ひ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

て
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
・
内
容　
下
表
の
と
お

り※
１
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま

す
が
、
３
回
コ
ー
ス
で
の
参
加

を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　
特
定
健
康
診
査
等
の

結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
あ
る
い
は
予
備
群
と
判

定
さ
れ
た
人
ま
た
は
、
メ
タ
ボ

予
防
に
関
心
が
あ
る
人
（
３
回

目
は
運
動
制
限
の
な
い
人
）

▼
定
員　
各
回
30
人（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　
11
月
５
日
㈫
か

ら
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）。

▼
申
込
・
問
合
先　
健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）

相談・
その他

●
雨
水
貯
留
施
設
等
設
置

費
補
助
金
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
民
の
雨
水
の
有

効
利
用
に
対
す
る
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
、
雨
水
貯
留
施
設

の
設
置
に
係
る
費
用
の
一
部
を

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま

す
。

　
雨
水
貯
留
と
は
、
庭
に
簡
単

な
貯
留
施
設
を
設
置
し
て
雨
水

を
一
時
的
に
溜
め
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
貯
留
に
よ
り
河
川
や

排
水
路
へ
の
流
出
を
抑
え
、
浸

水
被
害
の
緩
和
が
期
待
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
溜
ま
っ
た
雨
水
を
散

水
等
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
節
水
効
果
も
あ
り
ま

す
。

▼
補
助
対
象
施
設

 ［
浄
化
槽
転
用
貯
留
槽
］

　
公
共
下
水
道
接
続
時
ま
た
は

改
築
・
増
築
時
に
不
用
に
な
る

浄
化
槽
を
転
用
し
て
、
屋
根
に

降
っ
た
雨
水
を
貯
留
す
る
槽

 

［
雨
水
貯
留
槽
（
雨
水
タ
ン
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浄化槽転用貯留槽改造工事費および雨水貯留槽新設工事費の補助限度額
（１施設当たり）

浄化槽転用貯留槽改
造工事費

人槽区分 補助限度額
５人～１０人槽まで １００，０００円

１１人槽以上 １５０，０００円

雨水貯留槽新設工事費
貯留容量 補助限度額

１００リットル以上 ４０，０００円

ク
）］

　
屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
貯
留

す
る
槽
で
貯
留
容
量
が
１
０
０

㍑
以
上
の
新
設
の
も
の
。

▼
補
助
金
の
額

　
１
施
設
に
つ
き
工
事
費
の
４

分
の
３
に
相
当
す
る
額
（
個
人

施
工
で
設
置
す
る
場
合
は
資
材

費
の
４
分
の
３
に
相
当
す
る

額
）。
た
だ
し
、
補
助
金
の
上

限
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
岩
倉
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
裏
表
紙
参

照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

上
下
水
道
課
下

水
道
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐

５
８
１
５
）
ま
で
。

●
障
害
者
の
タ
ク
シ
ー
利

用
料
金
を
助
成
し
ま
す

　
市
で
は
、
心
身
に
障
害
の
あ

る
人
の
日
常
生
活
を
支
援
し
、

そ
の
人
を
介
護
す
る
ご
家
族
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
内
容　
心
身
障
害
者
が
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
と
き
の
基
本

料
金
と
迎
車
料
金
を
助
成
す
る

利
用
券
を
月
３
枚
お
渡
し
し
ま

す
。

▼
対
象
者　
市
内
在
住
で
次
の

い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１・２
級

②
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
の
う

ち
視
覚
、
下
肢
若
し
く
は
体
幹

障
害

③
療
育
手
帳
Ａ
判
定

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級

▼
申
込
・
問
合
先　
介
護
福
祉

課
障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
８
‐
５
８
０
９
）

●
献
血
お
よ
び
骨
髄
等
の

ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
～
あ
な
た
を

待
っ
て
い
る
人
が
い
ま

す
～

　
年
間
を
通
じ
て
献
血
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
献
血
は
、
16
歳
か
ら
69
歳
ま

で
（
65
歳
か
ら
69
歳
の
人
は
60

歳
か
ら
64
歳
の
間
に
献
血
を
し

た
こ
と
が
あ
る
こ
と
）
の
人
に

で
き
る
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
す
。
今
ま
で
献
血
し
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
人
で
も
、

こ
の
機
会
に
献
血
の
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
説
明

い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
骨
髄
等
の
ド
ナ
ー
登

録
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
登

録
の
で
き
る
人
は
、
18
歳
か
ら

54
歳
ま
で
の
健
康
な
人
で
、
体

重
が
男
性
は
45
㌔
㌘
以
上
、
女

性
は
40
㌔
㌘
以
上
で
あ
り
、
骨

髄
等
提
供
の
内
容
を
十
分
に
理

解
し
て
い
る
人
で
す
。

　
あ
な
た
の
血
液
で
助
か
る
命

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
あ
た

た
か
い
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
内
容　
献
血
お
よ
び
骨
髄
等

の
ド
ナ
ー
登
録
受
付
（
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
含
む
）

▼
と
き　
11
月
10
日
㈰

▼
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午

後
３
時
30
分

※
骨
髄
等
の
ド
ナ
ー
登
録
受
付

は
午
後
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
（
い
わ
く
ら
市
民
ふ
れ

愛
ま
つ
り
会
場
）

▼
申
込
方
法　

骨
髄
等
の
ド

ナ
ー
登
録
に
つ
い
て
は
事
前
予

約
可
、
当
日
受
付
も
し
ま
す
。

▼
問
合
先　
献
血
に
つ
い
て
…

岩
倉
市
献
血
推
進
協
議
会
（
岩

倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎

３
７
‐
３
１
３
５
）、
骨
髄
等

の
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て
…
江

南
保
健
所
環
境
・
食
品
安
全
課

（
☎
５
６
‐
２
１
５
７
）

●「
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）の
控
除
証

明
書
」が
発
行
さ
れ
ま

す 

～
年
末
調
整
・
確

定
申
告
ま
で
大
切
に
保

管
を
！
～

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
で
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
平
成
25
年
１
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人

に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
本
年
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証

明
書
（
ま
た
は
領
収
書
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平

成
25
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
人
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
２

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合

も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控

除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ

た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て

の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の

は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
番

号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　
控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
‐
０

７
０
‐
１
１
７
）
ま
た
は
、
一

宮
年
金
事
務
所
（
☎
０
５
８
６

‐
４
５
‐
１
４
１
５
） 
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家電リサイクル法対象品目の
　　　　　　　引渡し方法を確認しましょう！
　家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）は排出される家電製品に含まれる有用な資源の再利用（リサ
イクル）を促進し、廃棄物を減らそうという目的で作られました。これらはごみ（一般廃棄物）ではないため、
市では引取ることができません。今一度、家電リサイクル法対象品目の引渡し方法を確認しましょう。

●家電リサイクル法対象品目
　エアコン、洗濯機、衣類乾燥機、テレビ（ブラウン管式・液晶式・
プラズマ式）、冷蔵庫・冷凍庫
●引渡し方法
　以下の①～④いずれかの方法で引渡してください。
①以前にその製品を買った販売店に引き渡す。
②買い替えの場合は、新しい製品を買う販売店に引き渡す。
※①、②については家電リサイクル法で小売店の義務と
されています。
③下記の収集運搬業者へ引き渡す。

④自分で指定引取場所（下記表２参照）へ搬入する。
　【搬入方法】
⑴　郵便局で、「払込書がついた家電リサイクル券（料金郵便局
振込方式）」に必要事項を記入し、リサイクル料金を振り込む（メー
カーおよび大きさによりリサイクル料金は異なります）。
⑵　振り込みした際に返却される「郵便振替払込受付証明書」を
家電リサイクル券に貼付する。
⑶　⑴、⑵の手続きを終えた家電リサイクル券と廃棄する家電品
を、指定引取場所へ連絡した後に搬入する。

●問合先　清掃事務所（☎６６−５９１２）
　または環境保全課廃棄物グループ（☎３８−５８０８）まで。

※金額、条件等は直接お問い合わせください。

業者名 所在地 電話番号
㈱愛北産業 曽野町 709 66-2113
㈲伸和環境 小牧市大字久保一色 3458-1 0568-41-4192
第一環境㈱ 小牧市久保一色南 2-120 0568-72-2300

業者名 所在地 電話番号
西濃運輸㈱ 小牧市新小木 1-92 0568-77-7361
昭栄金属㈱ 一宮市丹陽町五日市場天上 126 0586-76-3211
朝日金属㈱ 名古屋市北区六が池町 555 052-901-2111

表１　家電リサイクル法対象品目収集運搬業者

表２　指定引取場所
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●
交
通
事
故
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
！
～
高
齢
者

の
交
通
死
亡
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
～

　
愛
知
県
内
で
交
通
死
亡
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
江
南
警

察
署
管
内
で
も
、
昨
年
１
年
間

で
交
通
死
亡
事
故
は
４
件
で
し

た
が
、
今
年
は
す
で
に
５
件
の

交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
（
10
月
10
日
現
在
）。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
交
通
死
亡

事
故
が
特
に
多
く
な
っ
て
い

て
、
江
南
警
察
署
管
内
で
も
、

今
年
発
生
し
た
交
通
死
亡
事
故

５
件
の
う
ち
高
齢
者
が
犠
牲
に

な
る
事
故
が
４
件
と
多
発
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
の
１
件
は
岩

倉
市
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

歩
行
者
は
…

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

必
ず
左
右
の
安
全
を
確
か
め
ま

し
ょ
う
。

・
少
し
遠
回
り
で
も
横
断
歩
道

を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
の
外
出
は
明
る
い
色
の

服
装
に
反
射
材
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

・「
車
は
止
ま
っ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
」「
車
か
ら
見
え
る
だ
ろ

う
」
は
危
険
で
す
。「
も
し
か

し
た
ら
車
は
自
分
に
気
づ
い
て

い
な
い
か
も
…
」
と
思
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

ド
ラ
イ
バ
ー
は
…

・
市
街
地
で
は
ま
わ
り
の
歩
行

者
、自
転
車
の
動
き
に
注
意
し
、

速
度
を
お
さ
え
、
思
い
や
り
運

転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・ぼ
ん
や
り
運
転
は
危
険
で
す
。

緊
張
感
を
常
に
持
ち
ま
し
ょ

う
。

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
・
早
朝
は
、

速
度
を
落
と
す
よ
う
に
し
て
、

ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯
し
ま

し
ょ
う
。

・
最
近
は
自
転
車
と
歩
行
者
の

接
触
に
よ
る
事
故
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
自
転
車
に
乗
っ
て
い

て
も
自
動
車
と
同
様
に
思
い
や

り
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
事
故
は
被
害
者
は
も
ち

ろ
ん
、
家
族
、
加
害
者
も
含
め

関
係
者
全
員
が
一
瞬
に
し
て
不

幸
に
な
る
、
た
い
へ
ん
悲
惨
な

も
の
で
す
。
交
通
事
故
は
決
し

て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
交
通
事
故
を
自
分
や
家
族
に

も
お
こ
り
う
る
身
近
な
問
題
と

し
て
と
ら
え
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
一
件
で
も
減
ら
す
た
め
、

一
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
意
識

を
高
め
、
安
全
運
転
、
安
全
行

動
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
先　
江
南
警
察
署
交
通

課
（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
）

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
資
源
収
集
袋
に
他

の
も
の
を
混
ぜ
な
い
で

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

資
源
収
集
袋
に
入
れ
て
出
し
て

い
た
だ
く
も
の
は
、
商
品
を

買
っ
た
と
き
に
商
品
が
入
れ
ら

れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器

や
包
装
で
す
。
最
近
、
こ
の
袋

に
び
ん
、
カ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
他
の
資
源
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
商
品
そ
の
も
の
が

混
入
し
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
も
の

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

資
源
収
集
袋
に
入
れ
て
出
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
正
し
く
効
率
的
な
リ
サ
イ
ク

ル
が
で
き
る
よ
う
に
市
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
を

正
し
く
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先　
清
掃
事
務
所
（
☎

６
６
‐
５
９
１
２
）
ま
た
は
、

環
境
保
全
課
廃
棄
物
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）

●
愛
知
県
労
働
委
員
会
か

ら
「
あ
っ
せ
ん
制
度
」

の
お
知
ら
せ
で
す

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

労
働
者
…

・
突
然
解
雇
さ
れ
た
。

・
職
場
で
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て

い
る
。

・
配
置
転
換
命
令
の
理
由
に

納
得
で
き
な
い
。
な
ど

事
業
主
…

・
事
業
再
編
に
伴
う
配
置
転
換

に
応
じ
て
く
れ
な
い
。

・
経
営
悪
化
に
よ
る
労
働
条
件

変
更
の
話
合
い
が
進
ま
な
い
。

な
ど

　
労
働
委
員
会
の「
あ
っ
せ
ん
」

は
個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
の

間
で
起
き
た
労
働
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
の
解
決
を
支
援
す
る
制

度
で
す
。

　
公
益
、
労
働
者
、
使
用
者
を

代
表
す
る
３
人
の
あ
っ
せ
ん
員

が
当
事
者
双
方
の
主
張
か
ら
合

意
点
を
探
り
、
話
合
い
に
よ
る

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
「
あ
っ
せ
ん
」
は
無
料
で
、

労
働
者
、
事
業
主
の
ど
ち
ら
か

ら
で
も
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
労
使
紛
争
は
自
主
的
解
決
が

原
則
で
す
。
話
合
い
に
よ
る
解

決
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　
愛
知
県
労
働
委
員

会
事
務
局
総
務
調
整
課
調
整
グ

ル
ー
プ
（
☎
０
５
２
‐
９
５
４

‐
６
８
３
３
）

●
労
働
保
険
の
加
入
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か
？

　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険

と
雇
用
保
険
の
総
称
で
あ
り
、

農
林
水
産
の
事
業
の
一
部
を
除

き
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用

し
た
ら
、
加
入
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
者

を
雇
用
し
た
ら
速
や
か
に
労
働

保
険
へ
の
加
入
手
続
き
を
行
い

ま
し
ょ
う
！

▼
問
合
先　
江
南
労
働
基
準
監

督
署
（
江
南
市
尾
崎
町
河
原

１
０
１
☎
５
４
‐
２
４
４
３
）

ま
た
は
、
犬
山
公
共
職
業
安

定
所
（
犬
山
市
松
本
町
２
‐

10
☎
０
５
６
８
‐
６
１
‐

２
１
９
２
）
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●
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
　
11
月
は
、「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」
で
す
。
厚
生
労
働

省
で
は
、
期
間
中
に
児
童
虐
待

防
止
の
た
め
の
広
報
・
啓
発
活

動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

児
童
虐
待
問
題
に
対
し
て

は
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
な
ど

社
会
全
体
の
理
解
と
関
心
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
多
く
の
民
間
団
体

や
国
・
地
方
公
共
団
体
な
ど
の

積
極
的
な
参
加
を
得
て
、
協
働

し
て
児
童
虐
待
防
止
対
策
へ
の

取
り
組
み
を
推
進
し
、
そ
の
充

実
と
定
着
を
図
っ
て
い
ま
す
。

▼
平
成
25
年
度
の
標
語

『
さ
し
の
べ
た　
そ
の
手
が　

こ
ど
も
の　
命
綱
』

▼
問
合
先　
児
童
家
庭
課
家
庭

グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１

０
）

●
子
ど
も
・
若
者
育
成
支

援
県
民
運
動
強
調
月
間

　
青
少
年
が
心
身
と
も
に
明
る

く
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

は
、
子
を
持
つ
す
べ
て
の
親
の

願
い
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

急
速
な
少
子
化
の
進
行
や
就
業

形
態
の
多
様
化
、
情
報
化
社
会

の
進
展
等
に
よ
り
、
子
ど
も
・

若
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
中
で
少
年
非
行
の
問
題
、
い

じ
め
の
問
題
、
児
童
虐
待
・
児

童
ポ
ル
ノ
な
ど
子
ど
も
が
被
害

者
と
な
る
事
件
が
相
次
い
で
発

生
し
て
い
る
ほ
か
、
子
ど
も
・

若
者
の
健
や
か
な
育
成
を
阻
害

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
違
法
・
有

害
な
情
報
の
氾
濫
も
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
対
応

し
、
子
ど
も
・
若
者
の
健
や
か

な
育
成
や
子
ど
も
・
若
者
が
社

会
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
支

援
そ
の
他
の
取
組
を
図
り
、
特

に
家
庭
や
学
校
、
企
業
、
地
域

な
ど
社
会
全
般
に
理
解
と
広
が

り
を
持
っ
た
も
の
と
な
る
よ

う
、
県
民
運
動
を
強
力
に
推
進

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
愛
知
県
に
お
い
て

も
11
月
を
「
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
県
民
運
動
強
調
月
間
」

と
定
め
、
県
民
の
子
ど
も
・
若

者
育
成
支
援
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
各
種
活
動

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
、

県
民
運
動
の
一
層
の
充
実
と
定

着
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

▼
強
調
期
間　
11
月
１
日
㈮
～

30
日
㈯

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン　
育
て
よ
う　

自
分
に
勝
て
る
子　
負
け
な
い

子▼
主
唱　
愛
知
県
、
愛
知
県
青

少
年
育
成
県
民
会
議

▼
問
合
先　
愛
知
県
県
民
安
全

課
総
務
・
広
報
グ
ル
ー
プ
湯

浅
（
☎
０
５
２
‐
９
６
１
‐

１
４
４
７
）

●
無
料
相
談
！
『
就
職
』

に
関
す
る
相
談

　
例
え
ば
…
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
苦
手
で
、
就
職
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

…
、
自
分
に
合
っ
た
仕
事
が
わ

か
ら
な
い
…
、
就
職
活
動
し
た

こ
と
が
な
い
ん
だ
け
ど
…

　
市
で
は
、
就
職
活
動
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
お
持
ち

の
若
者
や
大
学
・
高
校
等
を
卒

業
後
も
未
就
職
の
状
態
に
あ
る

若
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
若

年
者
就
職
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時　
11
月
25
日
㈪

①
午
後
１
時
～
１
時
50
分
、
②

午
後
２
時
～
２
時
50
分
、
③
午

後
３
時
～
３
時
50
分

▼
相
談
場
所　
市
役
所
１
階
相

談
室

▼
定
員　
３
人
（
各
時
間
１
人

／
50
分
）

▼
相
談
料　
無
料

▼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
加か

藤と
う

久ひ
さ

恵え

（
県
委
嘱
）

　
国
家
資
格
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
技
能
士
２
級
、

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
。
大
学
の

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
経
験

を
活
か
し
、
若
年
者
の
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
履
歴
書

講
座
、
面
接
対
策
講
座
の
講
師

と
し
て
学
生
一
人
ひ
と
り
の
強

み
を
探
す
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。

自
身
も
２
人
の
子
供
の
母
で
あ

り
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
を
受

け
る
こ
と
も
多
い
。

▼
対
象
者　
45
歳
未
満
の
若
年

者
（
大
学
、
短
大
等
の
学
生
を

含
む
）
お
よ
び
そ
の
家
族

▼
申
込
期
限　
11
月
15
日
㈮

▼
申
込
・
問
合
先　
商
工
農
政

課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
８
‐
５
８
１
２
）

入札結果　　　　　　　　　　　　　　(９月１９日～２６日）
工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額 (円 ) 期間
保健センター外壁改修工事 旭町一丁目 20番地 昭和土建㈱岩倉支店 5,565,000 9/25～12/13
総合体育文化センター直流電源装置更新工事 鈴井町下新田 123番地 一宮電話興業㈱ 5,365,500 9/25～12/13
岩倉駅南地下連絡道排水溝修繕工事 下本町地内 ㈱大崎工務店岩倉支店 2,782,500 10/1～H26/1/17
配水管布設工事（申込 25-5 号） 野寄町地内 ㈱間瀬設備工業 2,677,500 10/1～11/29
配水管布設工事（申込 25-10 号） 石仏町地内 関戸工業㈱ 1,942,500 10/9～12/9
汚水枝線管渠工事（右岸 25-6 工区） 稲荷町外地内 関戸工業㈱ 16,800,000 10/4～H26/3/7
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暮らしのガイド

愛知県後期高齢者医療制度の協定保養所利用助成事業
被保険者の皆さんの健康の保持・増進を目的に、次の協定保養所に宿泊する場合、１人１泊につき

１,000 円を助成します（４月 1日から翌年３月３１日までの１年間で、全保養所合わせて４泊まで利用
できます）。

場所 協定保養所名 電話番号
犬山市 レイクサイド入鹿 ０５６８－６７－３８１１
桑名市 名古屋市休養温泉ホーム松ケ島 ０５９４－４２－３３３０
東浦町 あいち健康の森プラザホテル ０５６２－８２－０２３５
田原市 シーサイド伊良湖 ０５３１－３５－１１５１
蒲郡市 サンヒルズ三河湾 ０５３３－６８－４６９６
豊田市 豊田市　百年草 ０５６５－６２－０１００

ご利用方法
利用される人は、申込時に協定保養所へ「愛知県後期高齢者医療の被保険者」であることを伝え、宿泊

当日、保養所の窓口で後期高齢者医療の保険証および、利用カード (初回利用時に交付 )を提示してくだ
さい。精算時に利用料金に対し、１，０００円を助成します。

▼問合先　愛知県後期高齢者医療広域連合給付課　（☎０５２－９５５－１２０５）

●
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
～
お
子

さ
ん
の
養
育
・
教
育
で

悩
ま
れ
て
い
る
保
護

者
・
教
職
員
の
皆
さ
ん

へ
～

　
「
聞
く
」「
話
す
」「
読
む
」「
書

く
」「
計
算
す
る
」「
注
意
集
中

困
難
」「
多
動
性
」「
衝
動
性
」「
対

人
関
係
」
な
ど
に
お
い
て
、
お

子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る
保

護
者
・
教
職
員
の
人
や
障
害
の

あ
る
お
子
さ
ん
の
養
育
・
教
育

で
不
安
の
あ
る
保
護
者
・
教
職

員
の
人
に
は
、
本
校
の
た
ん
ぽ

ぽ
相
談
（
教
育
相
談
）
を
御
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
た
ん
ぽ
ぽ

相
談
で
は
、
保
護
者
・
教
職
員

の
皆
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
疑
問

や
不
安
・
悩
み
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
す
。
日
時
な

ど
の
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
事
前
に
電
話
で
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
】

　
相
談
費
用
は
無
料
で
す
。
相

談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を

厳
守
い
た
し
ま
す
。

▼
予
約
受
付
時
間　
月
～
金
曜

日
（
祝
日
除
く
）
午
前
９
時
～

午
後
５
時

▼
相
談
時
間　
火・金
曜
日（
祝

日
除
く
）
午
後
１
時
～
４
時

▼
問
合
先　

愛
知
県
立
一
宮

東
養
護
学
校
た
ん
ぽ
ぽ
相

談
係
（
一
宮
市
丹
羽
字
中
山

１
１
５
１
番
地
１
☎
０
５
８
６

‐
５
１
‐
５
３
１
１
）

●
図
書
館
休
館
の
お
知
ら

せ
　
図
書
館
は
、
特
別
整
理
期
間

（
蔵
書
点
検
等
）
の
た
め
左
記

の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
は
２
階
新
聞

コ
ー
ナ
ー
、
学
習
室
も
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。
ご
利
用
の
皆
さ
ん
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
休
館
日　
11
月
11
日
㈪
～
21

日
㈭

※
休
館
に
伴
い
10
月
29
日
㈫
か

ら
11
月
10
日
㈰
ま
で
の
間
、
貸

出
期
間
を
25
日
間
以
内
に
変
更

し
ま
す
。　
　

▼
問
合
先　

生
涯
学
習
課
図

書
館
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
７
‐

６
８
０
４
）

新
着
図
書
の
ご
案
内

一
般
新
着
図
書

★
お
伊
勢
も
の
が
た
り　

　
　
梶か

じ　
よ
う
子こ

著

★
ビ
ジ
ュ
ア
ル
歴
史
図
鑑
20
世
紀

　
　
　
　

Ｒ
．
Ｇ
．
グ
ラ
ン
ト

　
サ
リ
ー
・
レ
ー
ガ
ン
著

児
童
新
着
図
書

★
ジ
ャ
ッ
キ
ー
の
し
ん
ゆ
う

あ
だ
ち　
な
み
絵

　
あ
い
は
ら　
ひ
ろ
ゆ
き
文

★
都
会
の
ア
リ
ス石い

し

井い　
睦む

つ
み美

作

植う
え

田だ　
真ま

こ
と

画

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図
書
の

予
約
が
で
き
ま
す
）。

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

（
11
月
は
11
日
㈪
～
21
日
㈭（
特

別
整
理
期
間
）、25
日
㈪
、が
お
休

み
で
す
） ☎

３
７
‐
６
８
０
４

予約の多かった本
（9月～ 10月）

①ホテルローヤル
	 （桜

さ く ら ぎ

木　紫
し の

乃）
②死神の浮力
	 （伊

い

坂
さ か

　幸
こ う た ろ う

太郎）
③ロスジェネの逆襲
	 （池

い け

井
い

戸
ど

　潤
じゅん

）
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●
多
重
債
務
者
相
談

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

毎
月
第
３
木
曜
日

　
午
後
１
時
～
４
時 

（
11
月
21

日
・
12
月
19
日
・
平
成
26
年
１

月
16
日
）

▼
と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
相
談
室

▼
相
談
員　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法

書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

▼
主
な
相
談
内
容　
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
返
済
問
題
解
決
、
借

入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、

借
入
金
の
法
的
整
理
後
の
生
活

再
建
支
援
、
ヤ
ミ
金
な
ど

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
の

借
入
の
わ
か
る
書
類
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。相
談
に
よ
る
家
族
、

個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

※
予
約
優
先
で
行
っ
て
い
ま

す
。

▼
予
約
・
問
合
先　
ク
レ
サ
ラ

あ
し
た
の
会
（
☎
０
８
０
‐

３
２
８
９
‐
７
７
０
４
）

★不用品データバンク★
　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない
消費生活のために不用品データバンクをご活用ください。
なお、物品のやりとりは、当事者間で話し合っていた
だきます。
登録物品（10月 11日現在）

▼譲ります（有償）　食器棚、レンジ棚、室内用布団干し

▼あげます（無償）　盆石用お盆とガラスケース、学
習机、電子ピアノ、ポップアップトースター、学生
用冬用コート、猫砂・キャットフード、ロフトベット、
スキーウェア、ベビー布団一式、仏壇、乳児衣類等

▼求めます　自転車用チャイルドシート、三輪車 (老
人用 )、CD プレーヤー、曽野幼稚園制服等、女子用
衣類、ベビーベッド、ワープロ、子ども用ライフジャ
ケット、スクール水着
岩倉市ホームページ (アドレス裏表紙参照 )でも確認
できます。

▼ 問合先　商工農政課商工観光グループ（☎３８－
　　　　　５８１２）

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていますので、お気軽にご相談ください。
なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただきます。
■一般・消費生活相談
月～金曜日（祝日、振替休日を除く）
午前９時～午後４時
■消費生活専門相談
毎月第１～第４火曜日午後１時～４時
■年金相談
１１月６日（水）午前１０時～午後３時
■人権相談
１１月８日（金）午後１時～４時
■行政相談
１１月８日（金）午後１時～４時
■法律相談（予約制…定員各６人）
１１月１２日（火）・２７日（水）
午後１時～４時

■登記相談
１１月１３日（水）午後１時～４時
■不動産相談
１１月１４日（木）午後１時～４時
■戦没者遺族相談
１１月１５日（金）午後１時～４時　　
■母子・寡婦就業相談
１１月２１日（木）午前１０時～午後３時３０分
■若年者就職相談
１１月２５日（月）午後１時～４時
■税務相談
１２月５日（木）午後１時～４時

●心の相談電話　☎ 3
み

7
な

-7
な

8
や

6
む

7
な

　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でくよくよしていても何の解決にもなりません。
経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけください。

▼とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、振替休日を除く )

お気軽にご相談ください
市民相談室（☎ 38−5822）
市 民 相 談

　※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）
　午前９時から、市民相談室で当月分の予約を
　受け付けます（先着順、電話可）。
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暮らしのガイド

Prevenção da gripe (Influenza)
インフルエンザを予

よ

防
ぼ う

しよう   

A influenza é transmitida por exemplo através do contato com 
objetos contaminados pelo vírus e posterior contato com os olhos, 
nariz e boca ou via aérea, respirando partículas de espirro ou tosse 
de pessoas gripadas. A vacinação é um meio eficaz de se preveni-
la, além disso é importante prevenir no dia a dia. Afim de não 
contrair influenza, procure seguir as seguintes orientações:
1 Lave as mãos com frequência
Utilize sabão e lave desde a ponta dos dedos, palma das mãos até 
o punho, por mais de 15 segundos. Enxague com água corrente e 
seque com uma toalha limpa.
2 Gargareje com frequência
Primeiro gargareje na boca por duas a três vezes e depois 
gargareje no fundo da garganta de 10 a 15 segundos.
3 Utilize máscara onde há aglomeração de pessoas
Use máscara para prevenir a infecção por meio da tosse e espirros.
4 Renove o ar da sua habitação com frequência
Abra a janela para renovar o ar do interior e diminuir os vírus e 
bactérias.
5 Mantenha uma umidade adequada
Utilize umidificadores ou outros meios para evitar que o ar de sua 
habitação se torne seco.
6 Cuide de sua saúde diariamente para ter boa resistência
Busque dormir bem, fazer exercício e ter uma alimentação 
equilibrada.
Se notar sintomas de gripe, procure uma instituição médica o mais 
rápido possível antes de que se agravem os sintomas.

Manual para Viver com Segurança 
e Tranquilidade

外
が い

国
こ く

人
じ ん

のための安
あ ん

全
ぜ ん

・安
あ ん

心
し ん

マニュアル
1 Invasão e furto em Residências
Pontos de Prevenções Crime
･Instale os alarmes e coloque os filmes nas janelas para prevenir-
se das invasões.
･Tranque bem as portas e janelas, colocando mais de duas chaves.
2 Arrancar a bolsa de transeuntes
Pontos de Prevenções Crime
･Carregue a sua bolsa no braço que está oposto da pista.
･Cuidado com os carros, motocicletas e bicicletas que se 
aproximam por tras.
3 Furtos relacionados com veículos
Pontos de Prevenções Crime
･Não se afaste deixando objetos no carro.
･Quando afastar do carro, retire a chave da ignição e tranque as 

portas.
4 Furto de bicicleta
Pontos de Prevenções Crime
･Use mais de duas travas para trancar a sua bicicleta.
･Estacione sua bicicleta em locais iluminados e com boa 
visibilidade.
Pedimos as suas colaborações 〜 Participem das atividades 
contra o crime〜
･Conversem e Manenham boas relações com oz vizinhos.
･Participem sempre das atividades contra o crime da sua região.

Dia da coleta do lixo reciclável
分
ぶ ん べ つ

別収
しゅうしゅう

集
01/11 (sex) ･Sono Cho･Inari Cho･Taisanji Cho･Taisanjimoto 
Machi･Taisanjihon Machi･Gojo Cho･Daiichiba Cho
0 5 / 11  ( t e r )  ･Ya t s u r u g i  C h o･ I n o u e  C h o･K a m i n o 
Cho･Ishibotoke Cho
08/11 (sex) ･Higashishin Machi (Iwakuradanchi)
12 /11  ( t e r )  ･Daich i  Cho･Daich i sh in  Mach i･Chuo 
Cho･Minamishin Machi･Kawai Cho･Kitajima Cho･Noyori 
Cho
15/11  ( sex)  ･Shimohon  Machi･Showa Cho･Asahi 
Machi･Sakae Machi 2 Chome･Shinyanagicho･Shinyanagi 
Cho1ku

Dia da coleta de papel velho e 
roupa usada 
古
こ し

紙と古
ふ る ぎ

着の日
ひ

01 /11( sex )   ･Shimohon  Mach i･Showa  Cho･Asah i 
M a c h i ･ S a k a e  M a c h i  2  C h o m e ･ S h i n y a n a g i 
Cho･Shinyanagi Cho1ku
05/11(ter)  ･Nakahon Machi･Higashi Machi･Nakano 
Cho･Suzui Cho
09/11 (sab) ･Higashishin Machi (Iwakuradanchi)
12 /11  ( te r )･Saich i  Cho･Hon Machi･Miyamae  Cho 
･Sakaemachi1 Chome
15/11 (sex) ･Gojo Cho･Daiichiba Cho

● Informações（ ３８－５８０７）
Disponível intérprete em português

ポルトガル語
ご

情
じょう

報
ほ う

コーナー
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徘徊高齢者等捜索模擬訓練を行います
市では、「認知症になっても安心して暮らせるまち」を目指して、認知症の人やその家族を地域で支え

るためのネットワークの構築に取り組んでいます。

そこで、多くの市民の皆さんに認知症についての理解を深めていただくため、徘徊高齢者等捜索模擬訓

練を実施します。

この訓練は、実際に認知症高齢者の人が徘徊により行方不明になったことを想定し、徘徊者役の人（「徘

徊中」のゼッケンを着用）が地域を歩きます。

皆さんも発見者役となって、徘徊者役の人を見かけた場合は積極的に声を掛けていただくか、または下

記の問合先へご連絡をお願いします。

▲

とき　11 月 29日 ( 金 ) 午後 2時〜 ( 約 1時間 )▲

ところ　岩倉駅西周辺ほか (右図の巡回経路 )

　 徘徊高齢者等の主な特徴
・季節はずれの服装
・寝巻き姿、下着姿
・ちぐはぐな履物
・夜間の一人歩き ▼問合先　介護福祉課高齢福祉グループ    （☎３８−５８０９）

　　　　　または、地域包括支援センター（☎３８−０３０３）

被
災
地
（
宮
城
県
岩
沼
市
）
派
遣
報
告
〈
最
終
回
〉

●
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
と
し
て
職
員
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
４
月
か
ら
１
年
間
宮
城
県
岩
沼
市
役
所
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

や
新
聞
だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く
い
現
地
で
の
経
験
や
感
じ
た
こ
と
、
被
災
地
で
の

復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
派
遣
職
員
の
目
線
で
お
届
け
し
ま
す
。

岩
倉
市
役
所
秘
書
課
付
岩
沼
市
役
所
派
遣　
石
井
陽
平

　

岩
沼
市
で
は
「
防
災
の
日
」
の
９
月

１
日
、
津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が

玉
浦
小
学
校
な
ど
を
は
じ
め
市
内
東
部

地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
地

域
住
民
は
自
ら
の
安
全
の
確
保
を
再
確

認
す
る
た
め
、
訓
練
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

万
が
一
の
と
き
、
税
務
課
は
広
報
班

と
な
り
ま
す
。
避
難
訓
練
当
日
も
広
報

車
に
乗
り
、
住
民
の
避
難
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

避
難
を
呼
び
か
け
る
立
場
の
職
員
に

も
訓
練
対
象
地
区
の
住
民
が
い
ま
す
。

私
と
デ
ス
ク
を
並
べ
て
い
る
職
員
は
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
現
在
は
市
外

の
ア
パ
ー
ト
か
ら
通
勤
し
て
い
ま
す
。

今
年
結
婚
し
、
来
年
に
は
写
真
の
玉
浦

西
地
区
の
造
成
地
に
新
居
を
構
え
る
予

定
で
す
。

　

こ
の
職
員
を
は
じ
め
、
私
は
こ
ち
ら

に
派
遣
さ
れ
て
以
降
、
多
く
の
人
か
ら

震
災
当
時
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
あ
る

職
員
か
ら
は
「
そ
の
と
き
来
て
ほ
し
か

っ
た
」
と
言
わ
れ
、
す
ぐ
に
行
動
で
き

な
か
っ
た
自
分
を
非
常
に
恥
ず
か
し
く

感
じ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
遺
構
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
た
南
三
陸
町
の
防
災
庁

舎
も
解
体
、
気
仙
沼
市
に
打
ち
上
げ
ら

れ
た
大
型
漁
船
「
共
徳
丸
」
も
解
体
、

と
徐
々
に
震
災
の
記
憶
を
伝
え
る
物
は

少
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

被
災
者
の
心
か
ら
は
そ
の
影
響
が
な
く

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
読
ん
で
少
し
で
も

関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
市
民
の
人

が
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、
現
地
に
直
接

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
今
も
残
る
震

災
の
爪
痕
を
自
分
の
目
で
見
て
、
住
民

の
話
を
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
被
災
さ
れ
た
人
の

気
持
ち
を
す
べ
て
理
解
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
話
す
姿
か
ら
感
じ
ら
れ

る
も
の
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
岩
倉
市
か
ら
被
災

地
へ
の
支
援
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し

な
が
ら
、
岩
倉
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
報

告
を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲玉浦西地区造成工事風景です。
岩沼市の防災集団移転促進事業の移転先で
ある玉浦西地区については、昨年の８月に
造成工事に着手し、被災地でいち早く住宅
建築を開始できるよう着々と工事を進めて
います。



岩倉市民憲章
小さなまちから大きな夢を

悠久の時を刻みながら流れる五条川　多くの文化遺産
私たちは　この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って）
育てよう　心　からだ　 みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って）
高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って）
守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って）
つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って）

市政の窓 6
・赤ちゃん訪問事業を実施しています…６
・東部保育園えほん図書室からのお知らせ…６
・児童館行事にこにこシティいわくらを開
　催します…………………………………６
・冬休み期間中の児童館放課後児童クラブ
（学童保育）を受け付けます……………７
・１１月から日曜資源回収ステーションの
　実施回数が増えます……………………７
・市民による評価をいただき、行政改革を
　推進しています～平成24年度実績の結果
　をお知らせします～……………………８
・秋の全国火災予防運動「消すまでは　心
　の警報　ONのまま」…………………１２
・住宅用火災警報器はもう設置してありま
　すか？…………………………………１３
・１１月９日は「１１９番の日」です…１３
・所得税の青色申告決算等説明会および年
　末調整等説明会を開催します………１４
・１１月１１日（月）～１７日（日）は税
　を考える週間です……………………１４
・障害者控除対象者認定書を送付します…１４
・みんなで「介護」を支えよう１１月１１日は
「介護の日」です ………………………１５
・介護マークの普及・配付にご理解ください…１５
・無料税務相談を行います……………１５
・高額医療・高額介護合算療養費制度をお
　知らせします…………………………１６
・介護保険制度の説明会を開催します…１６
・平成２５年度岩倉市農業振興事業対象事業の
　お知らせいわくら地産地消産直フェア…１７
・「緑のカーテンコンテスト」の結果を発
　表します！……………………………１７
・安全でおいしい水をお届けしています…１８
・ぜひ、ご利用ください！市役所２階レス
　トラン「さくらん坊」………………１９
・第７回「岩倉軽トラ市」を開催します！…２０
・PR大使い～わくん……………………２０
・道路や水路に植木鉢、プランターなどを
　置かないでください …………………２０

保健師すこやか日誌 　　　　 21

いわくら市民　　　　　　　　　
ふれ愛まつり２０１３　 　　    ２２
Departamento de Informações
ポルトガル語情報コーナー　　４３
徘徊高齢者等捜索模擬訓練を
行います　　　　　　　　　 ４４　
被災地派遣報告〈最終回〉　　 ４４
フォトニュース　　　　　 　  45

▲10月2日(水)、岩倉駅東西
地下連絡道でセントラル愛知
交響楽団による駅コンサート
が行われました。

競技結果
区対抗リレー
優勝 神野町
第２位 西市町
第３位 稲荷町
少年区（男子）対抗リレー
優勝 下本町
第２位 神野町
第３位 八剱町
少年区（女子）対抗リレー
優勝 曽野町
第２位 八剱町
第３位 稲荷町

職場・グループ（男子）対抗リレー
優勝 岩倉FD
第２位 夢実現R
第３位 水口海賊団
職場・グループ（女子）対抗リレー
優勝 岩倉市バレーボール協会
第２位 岩倉北野球スポーツ少年団
第３位 岩倉市サッカー協会A
職場・グループ対抗綱引
優勝 岩倉ソフトボールスポーツ少年団
第２位 五条川軟式野球スポーツ少年団
第３位 岩倉北野球スポーツ少年団

励賞を、また岩倉東小学校地域花壇が春花
壇で優秀賞をいただきました。
　参加した皆さんは、「大変だけどきれいに花が
咲いて、認めてもらえると嬉しい。」「自分たちで
世話をした花で皆に喜んでもらえるのは嬉しい。」
と花壇に負けない笑顔で受賞を喜んでいました。

　フラワー・ブラボー・コンクール事業は、学
校での花壇作りを通して自然を愛する心を育て
てもらう目的で、昭和３９年に始まった学校花
壇のコンクールです。
　岩倉市では、岩倉東小学校が参加しており、
平成２５年度の春花壇で優良賞、秋花壇で奨

広報いわくら　２０１３年11月1日号　Ｎｏ.１０23

10月6日(日)岩倉北小学校で
「第46回岩倉市民体育祭」が行
われました（結果は45ページ）。

「第46回岩倉市民体育祭」

※写真は広報モニター山田幸哉さん提供

表紙の写真

特集　子どもの権利ってなあに？
11月20日は「岩倉市子どもの権利の日」です。……3

災害時にも使えるレシピの紹介！

▲紅白玉入れ合戦　※市民体育祭の写真は広報モニター福村一夫さん提供

▲少年団（男子）対抗リレー ▲開会式

で広がる笑顔
岩倉東小学校：フラワー・ブラボー・コンクール花

第４６回岩倉市民体育祭

催し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30

募集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32

講座・教室・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33

健康・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34

相談・その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36

暮らしのガイド 30
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11月のカレンダー
●戸籍、住民票、印鑑登録、国民健康保険、後期高齢者医療等
　市民窓口課（☎０５８７－３８－５８０７）
●ごみの収集・処理、犬・猫などのペットの死体処理、
　公害、環境保全　等
　環境保全課（☎０５８７－３８－５８０８）
●保育園、児童福祉、児童手当　等
　児童家庭課（☎０５８７－３８－５８１０）

救急医療情報センター
　　0586-72-1133

休日急病診療所（日曜日・祝日）
　0587-66-4708
受付　  9：00～11：30
　　　13：00～16：30

小児救急外来
江南厚生病院内（こども救急診察室）
　0587-51-3333
○日曜日・祝日・第2・4・5土曜日
　受付　　8：30～16：30
○第1・3土曜日
　受付　12：20～16：30

愛知県小児救急電話相談
　♯8000
　052-962-9900
○毎日
　受付　19：00～23：00

消防テレホンサービス
　　0587-38-3119

★印は、保健センターで行います。休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。

●毎月２回　１日・１５日発行
●岩倉市ホームページアドレス
　http://www.city.iwakura.aichi.jp/
●岩倉市Ｅメールアドレス（代表）
　koho.prsec@city.iwakura.lg.jp
●編集　総務部秘書課広報広聴グループ
●発行　岩倉市役所
〒482－8686愛知県岩倉市栄町一丁目66番地
☎ 0587−66−1111　FAX0587−66−6100

広報いわくら音声版（ＣＤ）を用意しています。
どなたでもお聴きになれますのでご利用ください。
●問合先　秘書課広報広聴グループ（☎38－5802）

岩倉市の人口／47,648人
男性／23,728人
女性／23,920人
世帯数／20,405世帯

（10月１日現在）

前月比−17人
+1人

−18人
−1世帯

前年比-381人
−182人
−199人
+29世帯

43

１ 金
★ 2歳 6か月児親子歯科健康診査
分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元
町・大山寺本町・五条町・大市場町
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二
丁目・新柳町・新柳町１区

２ 土 野菜の広場 /岩倉駅東西地下連絡道

３ 日

文化の日
休日急病診療（柵木隆志　ませきクリニック）
日曜市役所（証明発行業務）8:30～12:00
正午から市役所市民スペースはお休みです。
日曜資源回収ステーション（清掃事務所9:00～
12:00）

４ 月
振替休日
休日急病診療（伊藤乙彦　伊藤外科）
市役所市民スペースはお休みです。

５ 火
★ 4か月児健康診査
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町

６ 水 ★健康チェックの日　★プレママと新米ママ教室
野菜の広場 /岩倉駅東西地下連絡道

７ 木 ★母子健康手帳の交付

８ 金 分別収集／東新町（岩倉団地）

９ 土 古紙と古着の日／東新町（岩倉団地）
野菜の広場 /岩倉駅東西地下連絡道

10 日
休日急病診療（植田豊一　岩倉眼科）
日曜市役所（証明発行業務）8:30 ～ 12:00
正午から市役所市民スペースはお休みです。
日曜資源回収ステーション（消防署東側防災公
園 9:00 ～ 12:00）

11 月

12 火
★すくすく育児教室　★1歳6か月児健康診査
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・
川井町・北島町・野寄町
古紙と古着の日／西市町・本町・宮前町・栄町
一丁目

13 水 ★ BCG
野菜の広場 /岩倉駅東西地下連絡道

14 木 ★母子健康手帳の交付

15 金
★乳幼児健康相談
分別収集／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・
新柳町・新柳町１区
古紙と古着の日／五条町・大市場町

⑱地域交流センター
くすのきの家

確認してください

お近くの避難場所

　地域交流センターくすのきの家
は岩倉市商工会館の北に位置して
います。
　所在地は中本町西出口１５－１で
す。一度ご確認ください。

五
条
川

豊国橋中本町

岩倉市商工会館

地域交流センター
くすのきの家

JA愛知北
岩倉支店
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